
     ───────────────────────────────────────────────────────────────      
　　　　　　①政策立案・事業企画等へのＮＰＯの参画 P 3
  　　　　　　（ＮＰＯからの政策・事業提案、審議会・協議会等への委員参画等）

　　　　　　②ＮＰＯ・ボランティアとの情報交換、意見交換等 P 5
　　　　　　　（一般的な意見交換、情報交換の場の設定、フォーラムやワークショップの開催）

　　　　　　③ＮＰＯへの事業委託
　　　　　　　（県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託） P 9

　　　　　　④ＮＰＯ・ボランティアとの事業共催（後援は除く）
　　　　　　　（ＮＰＯと県とがそれぞれ、又は双方で構成された実行委員会等が主催者となって、イベントの企画や運営、実施に当たる方法） P18
 
　　　　　　⑤ＮＰＯ・ボランティアの事業協力　 P21
　　　　　　　（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）

　　　　　　⑥ＮＰＯへの補助 P34
　　　　　　　（ＮＰＯと県との共通の目的を達成するための公金配分）

　　　　　　⑦ＮＰＯ・ボランティアに対する支援事業 P41
　　　　　　　［Ａ］活動の場・物品・機材等の提供、［Ｂ］情報提供、［Ｃ］人材育成、［Ｄ］相談、［Ｅ］税・使用料の減免、［Ｆ］その他

　　　　　　⑧活動の活性化、協働に向けた環境整備に関する事業 P53
　　　　　　　［Ａ］県民への働きかけ（イベント・講座等の開催による普及・啓発、様々な広報媒体での活動紹介等の情報提供、相談、表彰・顕彰等）
　　　　　　　［Ｂ］行政職員への働きかけ（職員の理解促進、活動への参加奨励、ボランティア休暇等）
　　　　　　　［Ｃ］市町村がＮＰＯを活用した事業を行う場合の市町村への補助・助成又は便宜供与（ふるさと創造資金）

     ───────────────────────────────────────────────────────────────      
　　　　　　
　　　　　　　　
                      
      　　　　   
　　　　　　　　　　  
　　　　　　　　　　  
            　　　　　　４　以下の表中の「事業名・事業項目」の表記についての説明は次ページに記載しています。　　

　 平成２５年度 ＮＰＯ（ＮＰＯ法人、ボランティア団体、市民活動団体等）・ボランティア（個人）との協働事業等調査

平成２６年１１月 ／ 埼玉県 県民生活部 共助社会づくり課

注意１　①～⑧の項目ごとに、庁内の平成２５年度の取組み（実績）を調査したものです（調査時点　平成２６年３月３１日）。
　　　２　ＮＰＯの範囲について、地域性の強い団体や共益性の高い団体等であっても、本来の活動以外に社会貢献活動を行って
　　　　　いた場合には対象に含めています。
 　　 ３　県の事務・事業と密接な関連を有する公益法人（(財)埼玉県国際交流協会、(財)埼玉県県民活動総合センター、(財)埼玉
　　　　　県高齢者生きがい振興財団、 (社福)埼玉県社会福祉協議会等）に対して県から委託・補助を行い、当該公益法人におい
　　　　　て①～⑧の事業等が行われた場合には、対象に含めています。



◆「事業名・事業項目」の表記に関する注意事項

　○１つの予算事業すべてが該当事業の場合、予算事業名を表記しています。  　   　　　　　               　　　　　            　                          

　○全体の事業の一部が該当事業の場合、(｛全体の予算事業名｝の一部）と付記した上で該当事業の事業名・事業項目名を表記しています。　　　　  　             

　○予算対応がなかった事業等も、事業名・事業項目名を表記しています。     　 　　　　　　　  　　　　　　                                              　    

　○１つの事業を①～⑧に重複して記載する場合、２つ目以降に記載した欄には、（再掲）と付記しています。



①政策立案・事業企画等へのＮＰＯの参画　

 （ＮＰＯからの政策・事業提案、審議会・協議会等への委員参画等）

部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

県民生活部 共助社会づくり課
①政策立
案・事業企
画等

（新しい公共推進事業の一
部）
埼玉県「新しい公共」支援運
営委員会

［事業内容］
埼玉県「新しい公共」支援運営委員会の運営
新しい公共支援事業の円滑な実施を確保するため、支
援事業に関する基本方針、事業計画及び成果目標の
検討、支援事業の選定等を行う。
①運営委員会委員
学識経験者、ＮＰＯ代表者、企業関係者、関係機関職
員、市町村職員、県職員（10名）
②主な内容
・新しい公共支援事業に係る基本方針等の検討
・県が委託する事業における団体等からの提案の選定
・新しい公共支援事業の評価
③会議開催数（予定）　年４回

継続 ６回開催
担い手支援

担当

福祉部 福祉政策課
①政策立
案・事業企
画等

(福祉のまちづくり普及推進事
業費の一部）埼玉県福祉のま
ちづくり推進協議会

埼玉県における福祉のまちづくりの推進方策に関する
事項等について、検討を行う。 継続 年２回

政策企画担
当

福祉部 福祉政策課
①政策立
案・事業企
画等

（埼玉県地域福祉支援計画推
進事業費の一部）埼玉県地域
福祉推進委員会の開催

平成24年度から26年度を計画期間とする埼玉県地域
福祉支援計画の推進及び進行管理を行う。 継続 年２回

政策企画担
当

福祉部 福祉政策課
①政策立
案・事業企
画等

（発達障害者支援事業の一
部）
発達障害者支援体制整備検
討委員会

県内の発達障害児（者）への支援ニーズや体制整備の
状況等の把握に努めるとともに、発達障害児（者）支援
に関する事業の内容についての検討を行った。
[委員]埼玉県自閉症協会役員、埼玉親の会「麦」役員

継続 年５回
発達障害対
策担当

福祉部 障害者福祉推進課
①政策立
案・事業企
画等

（高次脳機能障害者支援事業
費の一部）高次脳機能障害支
援体制推進委員会

[内容]
  高次脳機能障害者の支援の状況についての意見交
換や支援のあり方の検討などする。（年２回）
[委員]
きょうされん埼玉支部事務局長、埼玉県精神障害者地
域生活支援連絡会役員、地域と共に生きるナノ事務局
長

継続
委員会：１回
実施

自立支援医
療担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

福祉部 障害者福祉推進課
①政策立
案・事業企
画等

埼玉県障害者施策推進協議
会の開催

[内容]
障害者に関する施策の総合的かつ計画的な推進につ
いて必要な事項を調査審議し、その施策の実施状況の
監視を行う。
[委員]
埼玉県障害者協議会評議員、埼玉障害者自立生活協
会副理事長、埼玉県手をつなぐ育成会理事、埼玉県精
神障害者家族会連合会理事等

継続
協議会：年２
回開催

障害者計
画・団体担
当

保健医療部 薬務課
①政策立
案・事業企
画等

（薬物乱用防止対策推進事業
の一部）
「ダメ。ゼッタイ。」普及運動埼
玉県実行委員会

「ダメ。ゼッタイ。」普及運動期間（６／２０～７／１９）中
に実施する薬物乱用防止キャンペーンや国連支援募
金活動などについて協議する。

継続

・キャンペーン
24回
・薬物乱用防
止指導員403
名
・募金額
2,345,321円

（実施主
体）県、「ダ
メ。ゼッタ
イ。」普及
運動埼玉
県実行委
員会

薬物対策担
当

保健医療部 薬務課
①政策立
案・事業企
画等

（計画献血者確保対策事業費
の一部）埼玉県献血推進協議
会

　献血の普及および献血組織の育成を図るための施
策、献血推進計画を協議する。【参画ボランティア】埼
玉県地域婦人連合会、ライオンズクラブ国際協会330-
C地区、国際ロータリークラブ第2570地区

継続
・協議会１回
開催

献血・温泉・
薬事情報担
当

都市整備部 田園都市づくり課
①政策立
案・事業企
画等

埼玉県景観審議会（執行機関
の附属機関）

〔内容〕景観及び屋外広告物行政に関する重要事項を
調査審議する（年２回）。〔参画ＮＰＯ〕ＮＰＯ法人深谷に
ぎわい工房理事長

継続 年２回
景観・屋外
広告物担当

教育局 生涯学習文化財課
①政策立
案・事業企
画等

埼玉県社会教育委員会議等
開催費

埼玉県社会教育委員会議の委員として参画し、社会教
育行政の建議を行っている。 継続 年３回開催

社会教育担
当

教育局 生涯学習文化財課
①政策立
案・事業企
画等

埼玉県生涯学習審議会（執行
機関の附属機関）

教育委員会又は、知事の諮問に応じ、県の処理する事
務に関して、広く生涯学習に関する施策を推進するた
めの調査や審議を行った。

継続 年２回開催
生涯学習推
進担当
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②ＮＰＯ・ボランティアとの情報交換、意見交換等

　（一般的な意見交換、情報交換の場の設定、フォーラムやワークショップの開催）

部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

企画財政部
南部地域振興セン
ター

②情報交
換、意見交
換

NPO法人の活動現場訪問

現場訪問は実施しなかったが、認定NPO法人を目指す
法人向けのパワーアップ講座を開催し、情報交換・意
見交換の場を設け、ＮＰＯの活動実態の把握を行っ
た。

継続 １回

地域振興・
産業労働・
県民生活担
当

企画財政部
南西部地域振興
センター

②情報交
換、意見交
換

彩の国南西部地域ＮＰＯ連絡
会の支援

ＮＰＯ活動の課題解決に向けた協力体制やＮＰＯ法人
間の連携促進について協議し、課題解決のための活
動を行う。

継続
運営委員会５
回
全体会１回

地域振興・
産業労働・
県民生活担
当

企画財政部
東部地域振興セン
ター

②情報交
換、意見交
換

シンポジウム

管内法人を対象とした市民活動に関する講演、パネル
ディスカッション、交流会の開催。
越谷市市民活動支援センターと共催。

新規 １回
県民生活担
当

企画財政部
東部地域振興セン
ター

②情報交
換、意見交
換

ＮＰＯ基礎講座
管内法人を対象とした、事業報告書の作成等に関する
研修会の開催。利根地域振興センターと共催。

継続 １回
県民生活担
当

企画財政部
県央地域振興セン
ター

②情報交
換、意見交
換

ＮＰＯ法人の現場訪問
活発に活動するＮＰＯ法人の活動現場等に出向き、法
人役員等と面談し、活動状況や行政への要望等の把
握を行った。

継続 ２回
県民生活担
当

企画財政部
県央地域振興セン
ター

②情報交
換、意見交
換

ＮＰＯ基礎講座
新規に設立した管内ＮＰＯ法人を対象として、事業報告
書の作成等に関する研修会を開催するとともに、意見
交換を行った。

継続 １回
県民生活担
当

企画財政部
川越比企地域振
興センター

②情報交
換、意見交
換

ＮＰＯ法人の活動現場訪問
ＮＰＯ法人の活動現場を訪問し、法人関係者、利用者
等から様々な情報を得る。 継続 ２１回

県民生活担
当

企画財政部
川越比企地域振
興センター

②情報交
換、意見交
換

ＮＰＯセミナー

初めて事業報告書を提出するＮＰＯ法人を対象とした
研修会を実施し、事業報告書等の作成方法並びに今
年度のＮＰＯに関する施策及びＮＰＯ基金の概要につ
いて説明する。

継続 １回
県民生活担
当

企画財政部
川越比企地域振
興センター

②情報交
換、意見交
換

ＮＰＯ基礎講座

管内ＮＰＯ法人などを対象に、会計や経理など、法人運
営に関するセミナーを実施する。南西部、西部、東松山
センターと共催

継続 １回
県民生活担
当

5



部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

企画財政部
川越比企地域振
興センター

②情報交
換、意見交
換

地域の共助社会づくりの担い
手支援事業

昨年度実施した「地域ＮＰＯメンター支援事業」をより発
展させるため、ＮＰＯ法人向けの講座及び異業種交流
会を併せて実施する。南西部、西部、東松山センターと
共催

新規 １回
県民生活担
当

企画財政部
川越比企地域振
興センター東松山
事務所

②情報交
換、意見交
換

比企地区ＮＰＯ法人交流会
ＮＰＯ法人の活動のレベルアップを図るための講演会
及び情報交換会・交流会を実施した。

新規
１回実施、参
加者１８名

県民生活担
当

企画財政部
川越比企地域振
興センター東松山
事務所

②情報交
換、意見交
換

ＮＰＯ基礎講座
ＮＰＯ法の会計基準に沿った、会計・経理及び活動計
算書の作成に関する講座を実施した。 継続

１回実施、参
加者９０名

南西部、川
越比企、西
部と共催

県民生活担
当

企画財政部
川越比企地域振
興センター東松山
事務所

②情報交
換、意見交
換

講義＆異業種交流会
ＮＰＯが異業種との協働を推進するため、講義及び交
流会を開催した。 継続

１回実施、参
加者６６名

南西部、川
越比企、西
部と共催

県民生活担
当

企画財政部
西部地域振興セン
ター

②情報交
換、意見交
換

NPO法人の活動現場訪問
NPO法人の活動現場に出向き、法人関係者、参加者、
利用者等からの様々な情報を得る。

継続 ６団体
地域振興・
県民生活担
当

企画財政部
西部地域振興セン
ター

②情報交
換、意見交
換

ＮＰＯ会計基礎講座
管内ＮＰＯ法人などを対象に、会計や経理など、法人運
営に関するセミナーを開催する。 継続

１回開催、参
加者９０人

南西部、川
越比企、東
松山と共催

地域振興・
県民生活担
当

企画財政部
西部地域振興セン
ター

②情報交
換、意見交
換

協働で地域を元気に！
講義＆異業種交流会

新たな協働を促進するため、異業種交流会を開催す
る。 継続

１回開催、参
加者６６人

南西部、川
越比企、東
松山と共催

地域振興・
県民生活担
当

企画財政部
利根地域振興セン
タ－

②情報交
換、意見交
換

意見交換会（県東地域NPO基
礎講座）

管内NPO法人を対象に講習会を開催し、講習及び意
見交換を実施した。

継続 １回
県民生活担
当

企画財政部
北部地域振興セン
ター

②情報交
換、意見交
換

北部・秩父地域ＮＰＯ実務者
研修会

管内ＮＰＯ等を対象とした研修会の開催及び意見交
換。本庄事務所、秩父地域振興センターと共催。

継続 １回
県民生活担
当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

企画財政部
北部地域振興セン
ター本庄事務所

②情報交
換、意見交
換

北部・秩父地域ＮＰＯ実務研
修会（再掲）

管内ＮＰＯ等を対象とした研修会の開催及び意見交
換。北部地域振興センター、秩父地域振興センターと
共催。

継続 １回
2月４日実
施

県民生活担
当

企画財政部
秩父地域振興セン
ター

②情報交
換、意見交
換

北部・秩父地域実務研修会
秩父・県北地域のＮＰＯ法人に対し、実務研修会及び
意見交換会を実施 継続

１回／
１１法人・１４
人参加

北部セン
ター・本庄
事務所共
催

総務・防災・
県民生活担
当

企画財政部
秩父地域振興セン
ター

②情報交
換、意見交
換

ＮＰＯセミナー 管内ＮＰＯ法人に対し研修会及び意見交換会を実施 継続
１回／
１２法人・１４
人参加

総務・防災・
県民生活担
当

企画財政部
秩父地域振興セン
ター

②情報交
換、意見交
換

ＮＰＯ法人現地訪問 管内ＮＰＯ法人の活動現場に赴き情報収集 継続
通年／
延べ５８法人

総務・防災・
県民生活担
当

県民生活部 文化振興課
②情報交
換、意見交
換

アートＮＰＯ連携支援

アートＮＰＯ等の交流を支援するとともに、アートＮＰＯ
相互の連携や協働のネットワークづくりを促進する。
アートＮＰＯとの意見交換会

継続
助成事業の
成果報告会
１回

※Ｈ１９年
度の埼玉
文化芸術
活動連携
支援事業
からの継続

文化振興担
当

県民生活部 防犯・交通安全課
②情報交
換、意見交
換

（防犯のまちづくり推進事業費
の一部）
防犯のまちづくり推進会議の
開催

県民総ぐるみで防犯のまちづくりを推進するため、防犯
のまちづくり推進会議総会を開催し、重点取組事項の
設定や意見交換等を行った。
１　開催日　平成２５年５月３０日（木）
２　構成　　　行政（県、警察本部、県教育委員会、
　　　　　　　　市町村、国）、県民・地域団体、
　　　　　　　　事業者団体等　計１４９団体

継続

１回(H25.5.30)
構成：行政、
県民・地域団
体、事業者団
体等　　計149
団体

防犯事業担
当

県民生活部 共助社会づくり課
②情報交
換、意見交
換

（ＮＰＯ活動普及・促進事業費
の一部）
ＮＰＯと大学との連携事業

［事業内容］
「ＮＰＯ・大学ネットワーク」の運営を通じて、ＮＰＯと大
学との交流を図り、大学生の学びの場を確保するとと
もにＮＰＯと大学との協働の促進を図る。

継続 幹事会２
全体会１

担い手支援
担当

県民生活部 共助社会づくり課
②情報交
換、意見交
換

（ＮＰＯ活動普及・促進事業費
の一部）ＮＰＯ情報ステーショ
ン運営事業

［事業内容]
ＮＰＯ・ボランティア活動を支援する総合的な情報提供
システムとして運用。

継続 通年 担い手支援
担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

県民生活部 共助社会づくり課
②情報交
換、意見交
換

（ＮＰＯ活動普及・促進事業費
の一部）ＮＰＯ情報ステーショ
ン運営事業

［事業内容]
ＮＰＯ・ボランティア活動を支援するFaceBookを立ち上
げ、NPO活動の情報やイベント情報などを掲載。

継続 通年

担い手支援
担当

県民生活部 共助社会づくり課
②情報交
換、意見交
換

（NPO情報ステーション運営事
業の一部）「活動レポート」

［事業内容]
定期的に県内NPO法人を訪問、取材し、レポートを発
信することで、NPOの活動について、県民の理解を促
進する。

継続 通年

担い手支援
担当

県民生活部 共助社会づくり課
②情報交
換、意見交
換

地域の共助社会づくりの担い
手支援事業
（再掲）

[事業内容]
　ＮＰＯは、地域において共助社会づくりや新たな公共
のサービスの担い手としてその役割が期待されてい
る。
　ＮＰＯがそのための知識の習得や問題解決能力の向
上が図られるよう、各地域振興センターが支援を行うも
のである。（各地域振興センター・支所に執行委任）

継続 のべ１１か所

担い手支援
担当

産業労働部 観光課
②情報交
換、意見交
換

（多彩な埼玉観光創造事業の
一部）
観光ボランティアガイド連絡会
議

県内の観光ボランティアガイド団体の情報共有を図る
ため、連絡会議を開催する。

継続 １回
企画・国際
観光担当

農林部
東松山農林振興
センター

②情報交
換、意見交
換

川のまるごと再生プロジェクト
（農業用水）入間川地区

農業用堰において、魚類が遡上可能となるような環境
整備について、意見交換を行った。

継続 ６回

農村整備部
県営事業担
当

県土整備部 総合治水事務所
②情報交
換、意見交
換

希少植物生息調査
大落古利根川のまるごと再生プロジェクトを推進するに
あたり、埼玉県生態系保護協会と共同して希少植物の
生息調査を実施。併せて、意見交換を実施。

新規 ４回実施
荒川・利根
川水系担当

教育局 生徒指導課
②情報交
換、意見交
換

高校生活に関する相談会

中途退学や転学などを考え、今後の生活等に不安を
抱えている高校生及び保護者に対して、地域若者サ
ポートステーションと県の職員が協力して相談の対応
をおこなう。

新規 １回

NPO等
地域サ
ポートス
テーション

非行・中退
防止担当

教育局 生涯学習文化財課
②情報交
換、意見交
換

文化財愛護ボランティア事業

県民共有の財産である文化財に対する愛護意識を高
めることを目的に、県民からボランティアを募集し、県
内の指定文化財等の巡視活動を実施した。 継続

28名参加 指定文化財
保護担当
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③ＮＰＯへの事業委託

　（県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託）

部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

企画財政部 土地水政策課 ③事業委託

（「見沼田圃保全・活用・創造
推進事業費の一部）
見沼田圃県民ふれあい事業
（水田の体験農園）

市民参加で、田植え、草取り、稲刈り、脱穀までの米づ
くりの過程を体験し、収穫の喜びや見沼田圃の魅力、
素晴らしさを体験して理解を深めるとともに、農地や田
園景観の保全を図った。

継続
１１回
参加者数
３７３人

見沼田圃・
三富地域担
当

企画財政部 土地水政策課 ③事業委託

（「見沼田圃保全・活用・創造
事業推進費」の一部
見沼田圃県民ふれあい事業
（見沼たんぼ福祉農園）

障害者等が、自然とふれあい、農作業を通して、土と親
しみ作物を育て、収穫する喜びを味わってもらうととも
に、障害者相互の交流や地域との交流を深めた。 継続 通年実施

見沼田圃・
三富地域担
当

企画財政部 土地水政策課 ③事業委託

（「見沼田圃保全・活用・創造
事業推進費」の一部
見沼田圃県民ふれあい事業
（見沼たんぼ普及啓発）

市民参加で、野菜の種まき、草取り、野菜収穫の体験
や自然観察ハイキングなどを実施し、収穫の喜びや見
沼田圃の魅力、素晴らしさを体験してもらい、理解を深
めた。

継続
１６回
参加者数
４７１人

見沼田圃・
三富地域担
当

企画財政部 土地水政策課 ③事業委託

（「見沼田圃保全・活用・創造
事業推進費」の一部
見沼田圃県民ふれあい事業
（みぬま自然学校）

見沼田圃ならではの自然にふれあうとともに、ここに生
息する動植物の保全と復元に取り組みながら、米づくり
から稲わら利用による手作り作業体験などを通じて自
然学習を行い、理解を深めた。

継続
６回
参加者数
２４０人

見沼田圃・
三富地域担
当

企画財政部 土地水政策課 ③事業委託

（「見沼田圃保全・活用・創造
事業推進費」の一部
見沼田圃県民ふれあい事業
（米づくりボランティア水田）

市民参加で、田植え、草取り、稲刈り、脱穀までの米づ
くりの過程を体験し、収穫の喜びや見沼田圃の魅力、
素晴らしさを体験して理解を深めるとともに、農地や田
園景観の保全を図った。

継続
６回
参加者数
１４８人

見沼田圃・
三富地域担
当

企画財政部 土地水政策課 ③事業委託

（「見沼田圃保全・活用・創造
事業推進費」の一部
見沼田圃県民ふれあい事業
（菜の花農業体験教室）

子どもたちが、父母と一緒になって菜の花や野菜を育
て、収穫の喜びを味わってもらうとともに、菜の花から
菜種油を搾油する体験を通じて、資源循環の仕組み、
特性を体験してもらい、理解を深めた。

継続
８回
参加者数
８４人

見沼田圃・
三富地域担
当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

企画財政部 土地水政策課 ③事業委託

（「見沼田圃保全・活用・創造
事業推進費」の一部
見沼田圃県民ふれあい事業
（見沼保全不耕起田んぼ体験
事業）

不耕起田んぼでの米づくりを通じて、そこに生育するメ
ダカやカエルなどの生育環境を保全するとともに、稲作
作業や自然観察会などを通して、子どもたちに、見沼
の自然や環境保全について学習してもらい、理解を深
めた。

継続
６回
参加者数
１１０人

見沼田圃・
三富地域担
当

企画財政部 土地水政策課 ③事業委託

（「見沼田圃保全・活用・創造
事業推進費」の一部
見沼田圃県民ふれあい事業
（ソバづくり等体験事業）

青少年やその家族が、ソバや野菜作りを通じて、収穫
の喜びや味わうとともに、栽培技術の習得を進め、今
後の見沼たんぼを守り、活用していく新たな人材育成
の基礎固めを図った。

継続
６回
参加者数
１２４人

見沼田圃・
三富地域担
当

県民生活部 国際課 ③事業委託
日本語を母語としない子ども
たちの学習環境支援ネット
ワーク事業

[内容]日本語を母語としない外国人児童・生徒の学習
環境を改善するため、行政、地域、家庭、学校間の連
携ネットワーク形成について、委託した。
[委託先]NPO法人Living in Japan（草加市）、NPO法人
街のひろば（三芳町）

新規
多文化共
生・ＮＧＯ担
当

県民生活部
男女共同参画推
進センター

③事業委託
グループ相談会「おはなしカ
フェ」

①生きづらさ・働きづらさに悩む若年女性のためのグ
ループ相談会と②シングルマザーのためのグループ相
談会。同じ悩みを持つ仲間同士で語り合い、経験を分
かち合う。NPO法人女性のスペース結に業務委託

継続
6月から月1
回、年10回の
2コース

女性チャレ
ンジ・女性就
業相談担当

県民生活部
男女共同参画推
進センター

③事業委託
働きたいママのための保活・
就活おしゃべりサロン

小学生以下の子供を持つ子育て中の女性を対象にし
たグループ相談会。NPO法人新座子育てネットワーク
に業務委託。

継続 年5回
女性チャレ
ンジ・女性就
業相談担当

県民生活部 消費生活課 ③事業委託
（消費者行政活性化事業費の
一部）消費者団体活性化事業

消費者団体間の交流を行うことにより、消費者団体の
活動の活性化を図り、自立した消費者の育成を目指
す。

継続 1件
総務・企画
調整担当

県民生活部 共助社会づくり課 ③事業委託 新しい公共推進事業

新しい公共支援事業の事業期間が終期を迎えることを
受けて、これまでの当該事業の成果や課題、今後の方
向性を広く県民に周知する成果発表会を開催する。

新規 成果発表会
１回 担い手支援

担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

県民生活部 共助社会づくり課 ③事業委託
NPO活動促進事業に係る委
託事業

[事業内容]
NPO活動普及・促進事業のうち、NPO活動サポート事
業、みんなでサポート事業の実施に係る業務委託

継続 (公財）いき
いき埼玉 担い手支援

担当

危機管理防
災部

危機管理課 ③事業委託
（震災対策推進費の一部）自
主防災組織リーダー養成講座

自主防災組織で初めてリーダーとなった者を対象とし
てリーダーとして必要不可欠な資質を身に付けてもらう
ための研修を行った。そのカリキュラムのうち、ＤＩＧ訓
練の運営委託を行うもの。

継続 １０回
震災予防・
復興支援担
当

環境部 温暖化対策課 ③事業委託
（温暖化対策計画・排出量取
引制度推進事業費の一部）省
エネナビゲーター事業

省エネに関する専門知識・経験を有する省エネナビ
ゲーターを事業者からの要請に基づき県内事業者に
派遣し、省エネ診断を行うことにより、県内事業者の省
エネ・省CO２対策を支援した。省エネナビゲーターには
県から交通費を含む報償費を支給するが、ボランティ
アベースであり、事業者との連絡調整や診断レポート
の形式審査、研修会の実施などの業務を委託した。

継続
計画制度・
排出量取引
担当

環境部 温暖化対策課 ③事業委託

（低炭素型ライフスタイル推進
事業費の一部）
地球温暖化防止活動推進員
の活動促進

県民各層による地球温暖化防止の取組を促進するた
め、地球温暖化防止活動推進センターに事業を委託し
た。
［委託内容］
①地球温暖化防止活動推進員研修開催事業　②協働
取組情報収集・提供事業　③ストップ温暖化SAITAMA
フェア開催事業

継続
①４回、②通
年、③１回

総務・エコラ
イフ推進担
当

環境部 温暖化対策課 ③事業委託 電力自活住宅普及拡大事業
創エネ・省エネにかかる普及啓発等業務を地球温暖化
防止活動推進センターに委託する。

一部新規 継続
エコエネル
ギー推進担
当

環境部 みどり自然課 ③事業委託
（希少野生生物保護事業の一
部）指定希少野生動植物種選
定調査

埼玉県希少野生動植物の種の保護に関する条例で定
める県内希少野生動植物種の指定候補種を選定する
ための基礎調査事業を委託した。
[業務内容]
①文献調査、現地確認調査

継続
２件（動物種、
植物種）

野生生物担
当

11



部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

環境部 みどり自然課 ③事業委託
（希少野生生物保護事業の一
部）レッドデータブック動物編
の改訂

埼玉県レッドデータブック2008動物編（平成20年3月発
行）を改訂するための調査を委託した。
[業務内容]
①埼玉県産動物目録の整理、②再改訂版掲載候補種
調査、③移入動物調査

新規 １件
野生生物担
当

環境部 みどり自然課 ③事業委託 身近なふる里みどり創造事業

生物多様性の保全を促進するため、県民参加による生
きものモニタリング調査事業を委託した。
[業務内容]
①調査実施団体の調整及び支援、②調査の運営、③
総括報告書の作成

継続
１件（調査参
加３３団体）

野生生物担
当

環境部 みどり自然課 ③事業委託
（野生生物保護事業の一部）
ムサシトミヨ移殖試験

県内野生動植物種に指定しているムサシトミヨの保護・
増殖を推進するため、本庄市ふるさとフラワーパーク内
における移植試験事業を委託した。
[委託内容]
①ムサシトミヨ生息調査、②生息環境整備

継続 １件
野生生物担
当

環境部 みどり自然課 ③事業委託
（野生生物保護事業の一部）
生物多様性普及啓発事業

ラムサール条約湿地登録の渡良瀬遊水地を記念とし
た県民参加による自然環境調査を委託した。
[業務内容]
①自然環境調査、②自然観察会

一部新規
１件（観察会
は１回）

野生生物担
当

福祉部 社会福祉課 ③事業委託
（ホームレス自立支援事業の
一部）
ホームレス総合相談会

ホームレスに対し、健康診断を実施するともに、専門相
談を行う「ホームレス総合相談会」を、ＮＰＯやボラン
ティア、行政が共同で開催する。

継続
開催数：2回

医療保護・
ホームレス
対策担当

福祉部 社会福祉課 ③事業委託 子どもの健全育成業務委託

本事業で設置運営する子どもの学習広場に、子どもの
健全育成支援専門員を配置し、西部福祉事務所管内
の被保護者等への子どもの健全育成業務を実施
[委託先]特定非営利活動法人ふじみ野国際交流セン
ター
[委託方法]随意契約

継続
生活困窮者
支援担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

福祉部 社会福祉課 ③事業委託
職業訓練支援員事業業務委
託

職業訓練支援員が保護受給者に対し、職業訓練の受
講から就職まで一貫して支援する。
［委託先］特定非営利活動法人ワーカーズコープ
［委託方法］随意契約

継続
生活困窮者
支援担当

福祉部 高齢介護課 ③事業委託 介護人材確保定着推進事業

介護福祉士等の資格を有していながら、介護現場で働
いていない潜在的有資格者に対して介護施設等で実
務研修を実施し、再就職支援を行う。 継続 就職者７８人

介護人材担
当

福祉部 高齢介護課 ③事業委託 介護職員養成確保事業

介護業務の経験はないが、介護業務に従事する意欲
のある人を雇用（６か月）し、介護施設は職場での実務
研修や介護職員初任者研修の受講支援を行い、雇用
期間終了後の正規雇用を支援する。

継続 雇用１１０人
介護人材担
当

福祉部 高齢介護課 ③事業委託
埼玉県認知症理解普及促進
事業

認知症高齢者や家族に対し、電話相談窓口の設置
や、交流集会等の開催により、認知症の知識や介護技
術の面だけでなく、精神面も含めた支援を図る。

継続

電話相談：
483件
交流集会：71
回

認知症・虐
待防止担当

福祉部 高齢介護課 ③事業委託 埼玉県認知症啓発推進事業

若年性認知症を含む認知症の人や家族に対する理解
や認知症に関する知識の普及のため、最新情報に基
づいた啓発パネルを作成し、市町村や地域包括支援セ
ンター認知症サポート企業などに貸し出す。

新規
パネル11枚×
２セットを作成

認知症・虐
待防止担当

福祉部 高齢介護課 ③事業委託 介護サービス情報公表事業
介護サービスの情報公表に関する事業者への案内、
公表システムの操作説明、報告データの確認等を行
う。

継続
公表対象事
業所：7,219事
業所

介護保険担
当

福祉部 障害者福祉推進課 ③事業委託
（高次脳機能障害者支援事業
費の一部）ピア・カウンセリン
グ事業

[事業内容]
　高次脳機能障害者及びその家族が相互に支え合
い、自分の問題や不安などを自分自身で解決・軽減で
きるようにするための支援などを行う。
[委託先]　地域で共に生きるナノ
[委託方法]　随意契約

継続
地域交流（相
談）会：１８回
実施

自立支援医
療担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

福祉部 障害者支援課 ③事業委託
障害者就労施設・シニア世代
連携事業

経営の経験豊かなシニア団体が障害者就労施設に対
し、収益性のある授産事業に転換するための商品開
発、販売拡大などの総合的な支援を行い、新しいビジ
ネスモデルを構築する。（25年度委託先：2団体） 継続

シニア団体
は、障害者就
労施設４施設
を支援する。
（２団体×4施
設＝８施設）

就労支援担
当

福祉部 少子政策課 ③事業委託
子育て支援のネットワークづく
り応援事業

子育て支援団体のネットワークづくりのため、子育て
サークルやＮＰＯを対象とした交流会を開催する。
［委託先］NPO法人日本カルチャーヨガ協会、NPO法人
子育てサポーター・チャオ
［委託先の選定方法・契約方法］企画提案方式で企画
案を募集。随意契約

継続 年２回
子育て環境
整備担当

福祉部 福祉政策課 ③事業委託
発達障害児（者）の支援体制
整備

同じ発達障害の子どもを持つ親自身が相談に応じるペ
アレントメンターを養成し、家族同士が支援できる体制
を構築する。
[委託先]埼玉県自閉症協会
[委託方法]随意契約

継続
相談・交流会
実施　年５か
所

発達障害対
策担当

福祉部 高齢介護課 ③事業委託 はろーケアマネ相談窓口事業

介護支援専門員が業務を遂行する中で抱えている疑
問や悩みが相談できる窓口を設置する。地域包括支援
センターで相談援助業務に当たる職員のＯＪＴ訓練の
場とする。

継続 ５０回
介護人材担
当

福祉部 高齢介護課 ③事業委託
（｛人材養成事業｝の一部）介
護予防従事者レベルアップ研
修

介護予防に従事する者が介護予防の重要性や事業の
趣旨等の必要な知識を習得するとともに、介護に従事
する者としての資質の向上を図る。

継続
２回開催・
合計２００人

介護人材担
当

福祉部 高齢介護課 ③事業委託
（｛人材養成事業｝の一部）介
護予防ケアマネジメント研修

居宅介護支援事業所の介護支援専門員が、アセスメン
トを実施し、介護予防サービス計画を作成するために
必要な知識の習得及び技能の向上を図る。

継続
４回開催・
合計３８９人

介護人材担
当

福祉部 高齢介護課 ③事業委託
（｛人材養成事業｝の一部）介
護支援専門員レベルアップ研
修

県内事業所に勤務する介護支援専門員が、専門的な
知識・実践的な技術等の向上を図るための研修会を実
施する。

継続
４回開催・
合計４４３人

介護人材担
当

福祉部 高齢介護課 ③事業委託
（｛人材養成事業｝の一部）主
任介護支援専門員レベルアッ
プ研修

県内事業所に勤務する主任介護支援専門員が、専門
的な知識・実践的な技術等の向上を図るための研修会
を実施する。

継続
２回開催・
合計１８８人

介護人材担
当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

福祉部 障害者福祉推進課 ③事業委託 ピアカウンセリング事業

［事業内容]
精神保健福祉関係当事者が相互に支え合い自分の問
題を自分で解決する支援等を行う。
［委託先］①埼玉県精神障害者団体連合会　②埼玉県
精神障害者家族会連合会
［委託方法］随意契約

継続

電話相談件
数（年間）
①５０６件
②１４７件

自立支援医
療担当

福祉部 こども安全課 ③事業委託
市町村児童相談体制強化事
業

子供と接する機会の多い福祉、保健等の関係者を対
象とする研修の実施

継続 １回
総務・児童
相談担当

保健医療部 保健医療政策課 ③事業委託
地域医療を守る共助の取組
支援事業

小児救急の適正受診を推進するため、乳幼児の保護
者が、子どもの健康や病気に罹った時に適切な対応が
できるよう支援する。

新規

・関係者会議
4回
・学習会　5回
・講演会　4回
・研修会　3回
・交流会　2回
・アンケート調
査　1,194人

4事業所に
委託

医学部調
査・政策企
画担当

保健医療部 疾病対策課 ③事業委託
（ひきこもり対策事業の一部）
ひきこもり訪問サポート事業

ひきこもり状態にある者からの相談に応じたり、訪問に
よる支援を行う。ＫＨＪ埼玉けやきの会家族会に委託。

継続 訪問22,365件
精神保健担
当

保健医療部 疾病対策課 ③事業委託 薬物依存症相談事業
薬物依存症者やその家族からの相談に応じ、薬物依
存症者の社会復帰の促進を図る。ＮＰＯ法人埼玉ダル
クに委託。

継続
電話648件
面接379件
訪問　69件

精神保健担
当

産業労働部 就業支援課 ③事業委託
（障害者雇用サポートセンター
運営費の一部）就労支援事業

障害者雇用企業見学会の開催、障害者適応作業等を
はじめとする雇用の提案など、企業への段階的な働き
かけを通じて、障害者の雇用拡大を図る。

継続

相談件数
1,986件
雇用提案数
729社
採用者数
429人

障害者支
援・求人拡
大担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

産業労働部 ウーマノミクス課 ③事業委託
女性キャリアセンターパソコン
講座業務

働くことを希望し、就職活動を行っている女性を対象
に、ビジネスで使用するパソコンスキルの習得を支援
する。平成２５年５月から平成２６年３月までに月２回、
各回定員２０名で実施する。

新規
５月から月２
回、年２２回
実施

女性チャレ
ンジ・女性就
業相談担当

産業労働部 就業支援課 ③事業委託
（若者自立支援センター埼玉
運営費の一部）就業支援事業

若年無業者、いわゆるニートと呼ばれる若者の就業活
動を総合的に支援するため、「若者自立支援センター
埼玉」を運営し、心理相談（月６回）、グループワーク
（月４回）、セミナー（月4回）、講座（月4回）、労働体験・
ボランティア活動（月１回）、訪問サポート（年６回）、保
護者セミナー（年１２回）、保護者のための出張プレ相
談（年６回）等を実施した。

継続

利用者数
4,820人
就職等へ移
行した人数
281人

若年者支援
担当

産業労働部 産業人材育成課 ③事業委託
（委託訓練事業費の一部）障
害者委託訓練の実施

障害者の雇用促進に資するため、ＮＰＯ法人に委託し
て障害者の能力、適性及び地域の障害者雇用ニーズ
に対応した職業訓練を実施する。

継続
８講座（受講
者５８人）

委託訓練・
連携推進担
当

農林部 農業ビジネス支援課③事業委託

（埼玉ブランド農産物推進事
業の一部）
埼玉農産物ブログサイトの運
営

ブランド推進品目や料理レシピ、イベント等の情報発信
をする埼玉農産物ブログサイト「SAITAMAわっしょ
い！」の運営を委託する。

継続 １件 販売対策担
当

農林部 森づくり課 ③事業委託

都市と山村交流の森管理事
業

[事業内容]
森林ふれあい施設の良好な維持管理や活用を行い、
都市と山村交流の場、森林レクリエーションや森林学
習の場として県民に提供する。
[対象]県民、森林ボランティア等

継続 － 該当なし
（削除）

森林活動支
援担当

都市整備部 田園都市づくり課 ③事業委託
埼玉県景観資源
データベース

インターネットで公開している魅力的・歴史的な建物
や、美しいまちなみ等のデータベースの維持管理業務
を都市づくりＮＰＯさいたまに委託した。

継続
景観・屋外
広告物担当

都市整備部 公園スタジアム課 ③事業委託 公園内の指定管理
権現堂公園の指定管理者として、ＮＰO法人が公園の
維持管理を行った。 継続

１３の県営公
園で延べ１７５
団体が活動

総務・公園
管理担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

教育局 高校教育指導課 ③事業委託 未来の産業人材育成事業
キャリア教育・職業教育の観点から、小学生に対しても
のづくり体験イベント等を実施し、働くことへの興味・関
心を抱かせることによって、未来の産業人材の育成を
図る。

新規
体験イベント
を計7回実施
した。

産業教育担
当

教育局 高校教育指導課 ③事業委託
世界を目指す「志」育成事業
のうち、グローバル語り部

かつての帰国生や留学経験者、海外勤務経験者、国
際機関等の勤務経験者による体験講話を行うことで、
高校生の意識の涵養を図る。

継続
イベントを2回
開催した。

体験活動・
キャリア教
育推進担当

教育局 生涯学習文化財課 ③事業委託
（○）名栗げんきプラザ管理運
営費

平成24年度から、青少年の健全な育成を図ること等を
目的とした社会教育施設である名栗げんきプラザの管
理運営を「NPO法人国際自然大学校」を構成法人とす
る指定管理者「名栗フィールズパートナーズ」が行って
いる。

継続

名栗げんきプ
ラザ
利用者数
45,817人

社会教育担
当

教育局 生涯学習文化財課 ③事業委託
（○）長瀞げんきプラザ管理運
営費

平成23年度から、青少年の健全な育成を図ること等を
目的とした社会教育施設である長瀞げんきプラザの管
理運営を「NPO法人地域環境緑創造交流協会」を構成
法人とする指定管理者「長瀞教育振興グループ」が
行っている。

継続
長瀞げんきプ
ラザ利用者数
31,856人

社会教育担
当

教育局 生涯学習文化財課 ③事業委託
（さいたま文学館運営費の一
部）幼児・小学生対象プログラ
ム「お話の部屋」

幼児・小学生を対象とした読み語りの事業に、語り手と
してボランティア団体を活用して実施した。 継続

年12回(日)
206人参加

参加者は
講師を除く
（以下同）

芸術文化推
進担当

教育局 生涯学習文化財課 ③事業委託
（さいたま文学館運営費の一
部）文学活動費・普及事業費・
文学館サポーター

文学館サポーター（ボランティア）による展示解説を
行った。・文学館サポーター１５人
・ボランティア保険は県が負担

継続

年101回
(日単位)
646人参加
（延人数）

２名以上で
実施した場
合も１回で
算出

芸術文化推
進担当

県警本部 サイバー犯罪対策課③事業委託 サイバー犯罪対策経費事業

インターネットの専門的な知識を持つＮＰＯ団体に、小・
中・高校生等に対するサイバー犯罪の被害防止に関す
る情報セキュリティ講演等の広報啓発活動を委託し、
被害防止を図る。

新規
講演回数
684回

実施期間
H25.9.1～
H26.3.31

サイバー犯
罪対策課
サイバー犯
罪対策係
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④ＮＰＯ・ボランティアとの事業共催（後援は除く）

　（ＮＰＯと県とがそれぞれ、又は双方で構成された実行委員会等が主催者となって、イベントの企画や運営、実施に当たる方法）

部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

企画財政部
北部地域振興セン
ター

④事業共催 ＮＰＯ活動情報発表展

ＮＰＯ活動情報発信事業で協働している大学・企業と取
材先のＮＰＯ法人との共催により、企業設置のコミュニ
ティスペースを活用した各団体の展示発表と交流会を
開催。

継続 １回
県民生活担
当

県民生活部
男女共同参画推
進センター

④事業共催
(男女共同参画推進センター
運営費の一部)ワークショップ
開催事業

男女共同参画に関するワークショップ「Ｗｉｔｈ Ｙｏｕ さい
たまフェスティバル」の開催（３日間・42団体参加） 継続 年1回

降雪のた
め企画を実
施したのは
３２団体

事業担当

県民生活部
男女共同参画推
進センター

④事業共催
健康カフェ～介護を支える人
のストレスケア～

介護ストレスを軽減するためのグループ相談会。NPO
法人ヒューマンシップコミュニティが主催する共催事
業。会場使用料は県が負担し、講師謝金その他はNPO
が負担。

新規 年1回
女性チャレ
ンジ・女性就
業相談担当

県民生活部 共助社会づくり課 ④事業共催

（NPO活動普及・促進事業費
の一部）
NPOと企業・地域団体との連
携事業

［事業内容］
NPOと企業のマッチングフォーラムの開催（８月）
（一社）埼玉県経営者協会と共催）
企業とNPOの協働フォーラムの開催（１０月）
（公財）埼玉りそな産業経済進行財団と共催）

継続 ２回 担い手支援
担当

環境部 温暖化対策課 ④事業共催
家庭の電気・ガスダイエット事
業費

夏期の家庭の省エネを推進するために、家庭の電気と
ガスの使用量（７・８月検針分）の削減にチャレンジして
応募してもらう。

新規 応募9,197件
総務・エコラ
イフ推進担
当

環境部 みどり自然課 ④事業共催

（ふるさと自然再生事業費の
一部）
くぬぎ山地区自然再生協議会
への参加及び補助

[事業内容]
くぬぎ山地区内自然再生事業の実施に関する協議
[実施団体]
くぬぎ山地区自然再生協議会に参加している国、県、
関係市町、団体等
[役割分担]
県、関係市町が運営事務局となるなどして、協議会の
活動を支援。参加者は自然再生事業の実施計画を協
議して実施する。

継続
協議会開催
２回

緑地保全・
自然再生担
当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

福祉部 障害者福祉推進課 ④事業共催

（高次脳機能障害者支援事業
費の一部）当事者会・家族会
合同説明会

[事業内容]
　高次脳機能障害者やその家族が交流する場、情報を
得る場として活動している当事者会・家族会が集まり、
活動内容を紹介し、入会の手続や個別に相談等を行う
ことにより、高次脳機能障害者の地域での支援を推進
する。
[共催団体]
　高次脳機能障害者と家族のための未来の会

一部新規
参加者数：５０
名

自立支援医
療担当

都市整備部 田園都市づくり課 ④事業共催
歴史のみち広域景観形成プロ
ジェクト

旧街道などの歴史的な景観を活かしたまちづくりを推
進するため、ＮＰＯ・ボランティア団体及び地元自治体
等と協働し、景観まち歩きなどの啓発活動を共催する
（年５回）。〔参画ＮＰＯ〕ＮＰＯ法人深谷にぎわい工房
他４団体

継続 年５回
景観・屋外
広告物担当

都市整備部 住宅課 ④事業共催
（住宅居住支援推進事業費の
一部）マンション居住支援

埼玉県マンション居住支援ネットワーク（行政、NPO法
人、専門家団体等で構成）が行うマンション管理に関す
るセミナー、相談会等の事業に対して助成し実施した。

継続 ８回
総務・民間
住宅・マン
ション担当

教育局 生徒指導課 ④事業共催
保護者のための不登校セミ
ナー

・不登校に係る保護者の会やフリースクールなどの代
表者と官民連携会議を開催し企画・運営。
・不登校の子供を持つ保護者の不安や悩みを軽減す
るため、不登校シンポジウムやブース設置による個別
相談・情報提供などを実施。

継続

４回の会議を
行い、２回の
不登校セミ
ナーを実施

総務・登校
支援・心の
教育担当

教育局 特別支援教育課 ④事業共催
みんな幸せ・共生社会　県民
のつどい

障害や障害者に対する県民の理解を深め、共生の心
を育むための、理解啓発活動や文化ステージ発表。 一部新規

11月24日(日)
延べ1100名
の参加

事業名称
を変更

ノーマライ
ゼーション教
育推進担当

教育局 生涯学習文化財課 ④事業共催
元気な地域を創造する子ども
大学推進事業

県内の大学やNPO、市町村、企業が連携して、子ども
大学を開校し、子供の学ぶ力や生きる力をはぐくむとと
もに、地域で地域の子供を育てる仕組みづくりを行っ
た。内容は、講義や体験活動、ミニ社会体験等。

継続 11校
生涯学習推
進担当

教育局 歴史と民俗の博物館 ④事業共催 博物館友の会共催事業 講演会を実施。 継続 7回 企画担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

教育局 自然の博物館 ④事業共催
(普及事業の一部）
野外観察会等の開催

野外観察会と交流会を開催した。
・対象は、友の会会員+一般の方で会に興味のある人
参加者15～20名/年6回
・企画実施は博物館友の会と協力
　平成25年度は、これからのイベントのうちの3回に、運
営補助として、各回2名参加(2名×3回＝のべ6名）。

継続 3回 自然担当

教育局 加須げんきプラザ ④事業共催 オリエンテーリング大会
埼玉県オリエンテーリング協会と共催により、県民に健
康増進の機会を提供するため、特設コースを設けオリ
エンテーリング大会を実施をする。

継続 年１回 事業担当

産業労働部
商業・サービス産
業支援課

④事業共催
（映像関連産業振興費の一
部）ＳＫＩＰシティ国際映画祭

若手クリエイターの発掘・支援を目的に、デジタルシネ
マに限定した映画祭を開催する。

継続
7/12～21開
催
来場者数
10,043人

映像コンテ
ンツ担当
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⑤ＮＰＯ・ボランティアの事業協力　

　（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）

部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

企画財政部 土地水政策課 ⑤事業協力 水のふるさと応援団事業

県内の水道関係者とＮＰＯ団体が、神川町にある下久
保ダム（神流湖）を訪れ、水の大切さを再認識し、水源
地域へ感謝の気持ちを表すため、地元住民の方々や
神流湖の利用者等と協働して清掃活動に取り組み、上
下流域住民の交流を図った。
日程・場所　平成２５年５月２６日（日）、下久保ダム周
辺（児玉郡神川町大字矢納地区）

継続
１回
参加者数
５２人

水源地域対
策担当

企画財政部
北部地域振興セン
ター

⑤事業協力
高校生による地域支え合いレ
ポート事業

管内（深谷市内）のＮＰＯ法人や地域支え合い活動を、
高校生が体験取材し、北部地域振興センターのホーム
ページ等で発信する。

継続 ３回
県民生活担
当

県民生活部
男女共同参画推
進センター

⑤事業協力 さいがい・つながりカフェ
主に埼玉県内に滞在されている東日本大震災被災者
の方のつながりづくりを目的にカフェを開催。

継続
月2回程度、
年24回

事業担当

県民生活部
男女共同参画推
進センター

⑤事業協力
(男女共同参画推進センター
運営費の一部)サポートスタッ
フ運営事業

県民のボランティア活動及び社会参加へのステップ
アップを支援するため、サポートスタッフを設置（ライブ
ラリー情報紙、運営活動への参加等）

継続
月1回程度、
年11回

管理担当

県民生活部 防犯・交通安全課 ⑤事業協力
交通安全ボランティア協働事
業費

交通安全ボランティア（交通安全まなび隊）の派遣を行
う。 継続

回数：290回
受講者数：
27,983人

安全教育・
指導担当

県民生活部 防犯・交通安全課 ⑤事業協力
交通死亡事故ゼロ大作戦事
業費

①民生委員や交通安全母の会会員が高齢者宅を訪問
し、交通安全や防犯等について啓発活動を行う。
②シルバーリーダー（防犯・交通安全指導者）として高
齢者を委嘱し、講習会や街頭啓発活動等を実施。高齢
者を交通事故や振り込め詐欺被害から守る意識の高
揚を図る。

継続

目標：450,000
世帯
実績：812,331
世帯

安全教育・
指導担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

県民生活部 文化振興課 ⑤事業協力
アーティストボランティアコン
サート

ボランティアとして演奏活動を希望する音楽家に、
「アーティストボランティアバンク」に登録いただき、登録
音楽家の協力を得て、　社会福祉施設や病院に長期に
わたり入所・入院するなど、日頃コンサート会場に出か
けることが困難な方に、音楽鑑賞の機会（「アーティスト
ボランティアコンサート」）を提供する。

継続
コンサート開
催２１８回

文化振興担
当

県民生活部 共助社会づくり課 ⑤事業協力
子育て助け合いの仕組み推
進事業

[事業内容]
親同士による子供の預け合いの仕組みを構築し、共助
による子育てしやすい環境の整備を図るため、NPO法
人新座子育てネットワークは、県から補助を受ける団
体に対し、事業の実施について助言をする。

新規
助言の実績
１０団体

共助づくり担
当

危機管理防災部危機管理課 ⑤事業協力
（震災対策推進費の一部）災
害ボランティア登録制度

災害ボランティア活動を行う意欲のある団体の登録を
行った。 継続

災害ボラン
ティア保険
料

震災予防・
復興支援担
当

危機管理防災部化学保安課 ⑤事業協力
いつでも・どこでも炊出訓練応
援隊

防災訓練での非常食炊出指導。市町村又は自治会主
催の防災訓練において、炊出訓練を併せて実施する場
合に、要請に応じて助言・指導を行う。

継続 125
液化石油ガ
ス担当

環境部 温暖化対策課 ⑤事業協力

（温暖化対策計画・排出量取
引制度推進事業費の一部）や
さしいＣＯ2削減シートの作
成、普及

中小事業者の省エネの取組を促進するため、NPO法
人彩の国環境活動推進会等と協力し、簡易な取組・負
荷チェック表を作成して配布した。

継続
計画制度・
排出量取引
担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

環境部 みどり自然課 ⑤事業協力

（緑のトラスト運動推進費の一
部）
・緑のトラスト保全地保全管理
及び緑のトラスト基金募金・広
報活動
・（公財）さいたま緑のトラスト
協会に対する補助

県民が主体となって、埼玉の優れた自然や貴重な歴史
的環境を、買取り等の方法により保全しようとする「緑
のトラスト運動」を、公益財団法人さいたま緑のトラスト
協会とともに進める。
①緑のトラスト保全地保全管理及びさいたま緑のトラス
ト基金募金・広報活動（委託）
②（公財）さいたま緑のトラスト協会運営費補助（普及
啓発事業費等の補助）
※協会会員の中のボランティアスタッフが、様々な活動
に企画段階から参加する。

継続

（実施主
体）
公益財団
法人さいた
ま緑のトラ
スト協会

緑地保全・
自然再生担
当

環境部 みどり自然課 ⑤事業協力
（希少野生生物保護事業の一
部）県の蝶・ミドリシジミを見る
集い

県の蝶ミドリシジミの普及と生物多様性の保全を推進
するため、埼玉昆虫談話会と協力し、生息地で観察会
を開催した。

継続 １回
野生生物担
当

環境部 みどり自然課 ⑤事業協力
自然ふれあい施設等管理費
の一部（さいたま緑の森博物
館）

[事業内容]
さいたま緑の森博物館内の雑木林下草刈り、間伐等樹
林地管理、イベント等への協力。
[協力の相手]
ＮＰＯ法人　埼玉森林サポータークラブ、糀谷八幡湿地
保存会、ところざわ倶楽部地域の自然グループ、グ
リーン・フォレスト・ネットワーク埼玉
[役割分担]
県が活動の場を提供し、同団体が上記の活動を実施
する。

継続
自然ふれあ
い・砂利対
策担当

環境部 みどり自然課 ⑤事業協力
自然ふれあい施設等管理費
の一部（さいたま緑の森博物
館）

[事業内容]
さいたま緑の森博物館の自然調査・事業協力
[実施団体]
緑の森倶楽部
[役割分担]
事業協力として実施

継続

指定管理
者とボラン
ティアの協
働

自然ふれあ
い・砂利対
策担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

環境部 みどり自然課 ⑤事業協力
自然ふれあい施設等管理費
の一部（自然学習センター・北
本自然観察公園）

[事業内容]
自然学習センター事業の補助、北本自然観察公園園
地管理の補助。
[実施団体]
自然学習センターにボランティア登録している者
[役割分担]
指定管理者の事業として実施

継続

指定管理
者とボラン
ティアの協
働

自然ふれあ
い・砂利対
策担当

環境部 みどり自然課 ⑤事業協力
自然ふれあい施設等管理費
の一部（狭山丘陵いきものふ
れあいの里センター）

[事業内容]
狭山丘陵いきものふれあいの里の巡視及び自然情報
の収集
[実施団体]
狭山丘陵いきものふれあいの里センターボランティア
研修受講者
[役割分担]
指定管理者の事業として実施

継続

指定管理
者とボラン
ティアの協
働

自然ふれあ
い・砂利対
策担当

福祉部 福祉政策課 ⑤事業協力
(福祉のまちづくり普及推進事
業費の一部）埼玉県福祉のま
ちづくり普及啓発事業

障害者用駐車場マナーアップキャンペーンをはじめとし
た心のバリアフリーについて、ボランティア団体等と協
働で啓発活動を実施する。

継続 年３回
政策企画担
当

福祉部 社会福祉課 ⑤事業協力
宿泊所機能強化事業業務委
託

無料低額宿泊所内に居宅移行を進める専門職員を配
置し、施設内から入所者の居宅移行を支援する。
［委託先］特定非営利活動法人エス・エス・エス
［委託方法］随意契約

継続
生活困窮者
支援担当

保健医療部 生活衛生課 ⑤事業協力
(動物の正しい飼い方指導事
業の一部)動物愛護推進員活
動

「動物の愛護及び管理に関する法律」第３８条に基づき
民間ボランティアを委嘱し、動物の愛護や適正な飼養
管理に関して地域に根ざした啓発活動を行う。平成２５
年度も、一般県民から、動物愛護推進員の公募（平成
２６年度に委嘱）を実施し、翌年度の更なる増員を図
る。

継続

・動物愛護推
進員数　２２１
名 ・県主催の
動物愛護普
及啓発活動
への参加２
回、合計３０
名出席

総務・動物
指導担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

保健医療部 生活衛生課 ⑤事業協力

（動物の正しい飼い方指導事
業の一部）　　　　　　　　①アニ
マルセラピー活動（動物介在
活動）
②ふれあい教室活動

動物指導センター事業協力ボランティアを委嘱し、動物
の飼養管理をはじめ、動物介在活動への協力、しつけ
方教室の補助などの活動を行う。
動物指導センターは、ボランティアの育成と活動支援を
行い、今後の更なる活動の充実化及びボランティア数
の増員を図る。 継続

・動物指導セ
ンター事業協
力ボランティ
ア数
９２名
①アニマルセ
ラピー活動
３７回、合計１,
２９０名参加
②ふれあい教
室活動
６５回、合計１,
９０７名参加

総務・動物
指導担当

保健医療部 薬務課 ⑤事業協力
（計画献血者確保対策事業費
の一部）若年層献血の推進

学生献血推進連盟の学生ボランティアの協力を得て、
クリスマス献血キャンペーン(12/1～12/25）、はたちの
献血キャンペーン(1/1～2/28）などのキャンペーンを実
施し、若年層を中心に広く県民各層に献血の普及を図
る。

継続
・キャンペーン
４回

献血・温泉・
薬事情報担
当

産業労働部 産業支援課 ⑤事業協力
（知的財産・科学技術推進事
業費の一部）彩の国ロボット
工房

子どもを対象としたロボットづくり体験教室の開催。 継続 年７回
技術支援担
当

産業労働部 ウーマノミクス課 ⑤事業協力
女性のキャリア継続支援事業
（男性の働き方見直し大作戦）

県内市町村と連携し、日々忙しいパパにも子育ての楽
しさや夫婦で家事を分担することの重要性を再認識し
てもらい、パパ自身のワークライフバランスを考える
きっかけづくりを目的とした地域交流会を開催する。
そのうちの１回が市及びＮＰＯ法人主催。

新規 １回
企画・企業
内保育所担
当

農林部 森づくり課 ⑤事業協力

里山・平地林再生事業 放置された里山・平地林の整備や森林の少ない地域で
の森林造成を、NPO・ボランティアの協力を得て実施す
る。

継続 累計４８団体 森林企画担
当/森林活
動支援担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

県土整備部 県土整備政策課 ⑤事業協力
秩父路魅力アッププロジェクト
チームの活動

[事業内容]
国道１４０号を軸に秩父地域の魅力アップを図るため、
多様な主体の参画によるプロジェクトチームを編成し、
景観づくり、環境づくり、観光振興を進める。ＮＰＯ主体
のコア会議
[主な参画ＮＰＯ]
ＮＰＯ法人ちちぶまちづくり工房　代表理事　市川均
ＮＰＯ法人森　理事　吉田進

継続
ワークショップ
２回

政策形成・
企画担当

県土整備部 道路環境課 ⑤事業協力
埼玉県道路協会の道路パート
ナーによる道路徒歩安全点検

埼玉県道路協会の道路パートナー（県及び市町村職員
ＯＢ）が、歩道を歩きながら道路施設、附属物などの状
況を点検し、その点検結果を所管の県土整備事務所
に報告する制度

継続
年１回
(県内１２地
域)

総務・管理
担当

県土整備部 道路環境課 ⑤事業協力 埼玉県ロードレポーター

県と協定を結んだ企業・団体の方々が、県管理道路の
損傷箇所をボランティアで近くの県土整備事務所に通
報する制度

継続 １２６件
総務・管理
担当

県土整備部 道路環境課 ⑤事業協力
ぐるっと埼玉サイクルネット
ワーク構想

整備するルートを実際に県内大学のサイクリング部に
自転車で走行してもらい、利用者の視点による感想や
意見、情報を県に提供してもらう。
（連携大学）
埼玉大学サイクリング部（さいたま市）
獨協大学体育会自転車部（草加市）
獨協大学ユースホステリング部（草加市）
立正大学サイクリング同好会（熊谷市）

継続
４大学
１５レポート

H25で終了
道路環境担
当

県土整備部 水辺再生課 ⑤事業協力
 （川の再生県民運動推進費
の一部）
河川美化活動支援

［事業内容］川の美化活動の安定継続を図るための活
動支援
［対象］川の美化活動に参加している地域住民、河川
愛護団体など

継続 ９件実施
総合調整・
地域連携担
当

県土整備部 水辺再生課 ⑤事業協力
 （川の再生県民運動推進費
の一部）
川の魅力実感イベント

［事業内容］水辺でイベントを開催し、川の魅力を実感
してもらう。
［対象］一般県民 継続

台風接近によ
り中止

総合調整・
地域連携担
当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

県土整備部 水辺再生課 ⑤事業協力

 （川の再生県民運動推進費
の一部）
活動発表会の開催

［事業内容］活動発表会を開催し、河川の美化活動団
体の参加拡大を図る。
［対象］企業、学校の関係者

継続

１回実施
（別のイベント
と併せて実
施）

総合調整・
地域連携担
当

都市整備部 公園スタジアム課 ⑤事業協力 公園内の維持管理
県営公園の管理に当たり、ＮＰＯ・ボランティアの協力
を得た。

継続
１３の県営公
園

総務・公園
管理担当

都市整備部
公園スタジアム課
(東松山県土整備
事務所)

⑤事業協力
パートナーシップ型公園整備
事業

吉見総合運動公園２次区域の入口約３，０００㎡におい
て、行政と地域住民の協働による公園整備を目的とし
た播種作業を行った。

継続
・１回開催
・38人参加

道路施設公
園担当

都市整備部 大宮公園事務所 ⑤事業協力 サクラ活性化対策事業
大宮公園のサクラを中心とする樹木を対象に、桜守ボ
ランティア活動日を定め、樹木の活性化を図るための
補助的作業を行った。

継続
・９回開催
・述べ１７８人
参加

施設担当

教育局 スポーツ振興課 ⑤事業協力
スポーツリーダーバンク事業・
スポーツボランティア事業

スポーツ活動指導者等を登録し、県民からの要請に応
じ適切な登録者を紹介する。また、スポーツボランティ
アを登録し、ボランティアを募集している大会の情報を
提供する。

継続 情報提供2回

スポーツで
埼玉を元
気に！事
業の一部と
して実施

生涯スポー
ツ担当

教育局 浦和図書館 ⑤事業協力 「おはなし会」開催
幼児を対象とした「おはなし会」を実施。ボランティア団
体の協力を得ておはなし、絵本の読み聞かせを実施。
（年５０回程度開催予定）

継続
50回開催、
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ動員
延べ48名

社会科学資
料担当

教育局 浦和図書館 ⑤事業協力
「絵本とわらべうた　まめっ
ちょ」開催

２・３歳児とその保護者を対象とし、絵本の読み聞か
せ、季節のわらべうたに合わせて手遊びなどを行う。ボ
ランティア団体の協力を得て実施。（年１０回）

継続
10回開催、
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ動員
延べ33名

社会科学資
料担当

教育局 浦和図書館 ⑤事業協力
図書館ショーケースのディス
プレイ

子ども室入口のショーケースを利用し、絵本などをモ
チーフにしたディスプレイを設営。ボランティアが製作・
設営。（年１回程度入れ替え）

継続 1回
社会科学資
料担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

教育局 浦和図書館 ⑤事業協力
「やって納得！　情報の探し
かた講座」開催

パソコン初心者を対象に、インターネットを活用した情
報の探しかた、図書館資料の検索方法等をボランティ
アの協力を得て講習する。（年８回程度予定）

継続 なし
日程が合
わなかった
ため

社会科学資
料担当

教育局 浦和図書館 ⑤事業協力
「埼玉新聞記事見出し索引」
データベース

自館作成の「埼玉新聞記事見出し索引」データベース
未公開部分の校正作業をボランティアの協力を得て進
行させている。

継続 なし
校正する記
事がなかっ
たため

産業資料担
当

教育局 熊谷図書館 ⑤事業協力 「おはなし会」の開催
４才以上を対象とした「おはなし会」を、２つのボランティ
アグループの協力を得て実施する。 継続

年３３回、ボラ
ンティア59
名、参加者
207名

図書館振
興・児童担
当

教育局 熊谷図書館 ⑤事業協力 視聴覚資料の点検

１６ミリフィルムのメンテナンス・配架、試写、視聴。Ｃ
Ｄ、カセットテープの音飛びなどの状態確認やＤＶＤ、ビ
デオ等の映像の乱れの確認作業を行う。ボランティア
保険は県が負担。

継続 36件　36回
視聴覚資料
担当

教育局 熊谷図書館 ⑤事業協力 翻訳ボランティア
利用案内、館内の掲示やお知らせを日本語から中国
語、韓国・朝鮮語、英語、スペイン語、ポルトガル語に
翻訳する。
ボランティア保険は県が負担。

継続 30件　35人
海外資料担
当

教育局 熊谷図書館 ⑤事業協力 書架整理ボランティア
人文科学資料及び参考図書の書架を確認し、配列の
乱れを整える作業を行う。
ボランティア保険は県が負担。

継続 60件　67人
人文科学資
料担当

教育局 久喜図書館 ⑤事業協力 「おはなし会」開催
幼児・児童を対象とした「おはなし会」を毎週土曜日・第
２・４水曜日に実施。おはなし、絵本の読み聞かせ等を
開催する。（12名登録）ボランティア保険は県が負担

継続
72回開催
(参加者数
568人)

子ども読書
推進担当

教育局 久喜図書館 ⑤事業協力 「おおきなおはなし会」開催
子ども読書週間（4月23日～5月12日）に合わせて、お
はなし、絵本の読み聞かせ等を年１回開催する。（12名
登録）ボランティア保険は県が負担

継続
1回開催
(参加者数
164人)

子ども読書
推進担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

教育局 久喜図書館 ⑤事業協力
おはなしボランティア指導者
派遣

小学校等で、絵本の読み聞かせやおはなしなどの活動
を行っているボランティア団体・グループに対し、絵本
の読み聞かせとストーリーテリングのアドバイスを行う
ため、「おはなしボランティア指導者」（38名登録）を派
遣する。ボランティア保険は県が負担

継続
22回派遣
(受講者数
350人)

子ども読書
推進担当

教育局 久喜図書館 ⑤事業協力 子ども読書支援ボランティア
子ども読書支援センター活動の一環として、子ども読
書に関する情報の収集を行う。（7名登録）
ボランティア保険は県が負担

継続 75回　94人
子ども読書
推進担当

教育局 久喜図書館 ⑤事業協力 布絵本の製作
布絵本製作ボランティアが障害のある子どものための
布絵本の製作や修理を行う。（19名登録）
ボランティア保険は県が負担

継続 26回　237人
子ども読書
推進担当

教育局 久喜図書館 ⑤事業協力 映画会開催のサポート

映画会ちらしの作成・配布、映画会開催時の会場整理
等を行う。（１名登録）ボランティア保険は県が負担 継続

99回実施（ち
らし作成等50
回　会場整理
49回）

芸術・文学
資料担当

教育局 久喜図書館 ⑤事業協力 図書資料の補修
図書資料の補修を行う。（１名登録）ボランティア保険
は県が負担

継続 70回実施
芸術・文学
資料担当

教育局 久喜図書館 ⑤事業協力
「むか～しむかしあったとさ－
民話の世界を楽しもう」の開
催

県立歴史の民俗の博物館との連携イベントとして、埼
玉県のお話と、学芸員の民具解説を開催した。

新規
１回　(参加者
数83人)

子ども読書
推進担当

教育局 久喜図書館 ⑤事業協力
「落語で聞くアンデルセン」の
開催

日本国際児童評議会（ＪＢＢＹ）主催事業に協力し、落
語家桂扇生師匠の語るアンデルセン落語と世界のお
話を楽しむ会を開催した。

新規
１回　(参加者
数78人)

子ども読書
推進担当

教育局 歴史と民俗の博物館 ⑤事業協力
展示解説ボランティアの活動
支援

ボランティアが常設展示室で展示解説を行う（開館日：
１日５回実施）。スキルアップのため研修等を実施し、
その活動を支援する。

継続
61名登録
開館日は毎
日5回実施

展示担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

教育局 歴史と民俗の博物館 ⑤事業協力
（ゆめ・体験ひろば事業の一
部）体験学習ボランティア制度
の運営

ボランティアが体験学習ゾーン「ゆめ・体験ひろば」で活
動を行う。スキルアップのため研修等を実施し、その活
動を支援する。

継続
53名登録
開館日は毎
日活動

学習支援担
当

教育局 歴史と民俗の博物館 ⑤事業協力
（ゆめ・体験ひろば事業の一
部）昭和の原っぱイベントの開
催

「博物館子どもまつり」「博物館春まつり」として、地域
住民の協力で射的遊びやポン菓子作りの実演などの
イベントを開催する。

継続 2回 追加
学習支援担
当

教育局 歴史と民俗の博物館 ⑤事業協力
（ゆめ・体験ひろば事業の一
部）特別体験メニューの実施

藍染めの愛好者団体の協力で、藍染めの技法を使っ
た体験事業を開催する。

継続 3回 追加
学習支援担
当

教育局 歴史と民俗の博物館 ⑤事業協力
（ゆめ・体験ひろば事業の一
部）特別体験事業の実施

装束の愛好者団体の協力で、十二単等の着装体験を
開催する。

継続 6回 追加
学習支援担
当

教育局 歴史と民俗の博物館 ⑤事業協力
（ゆめ・体験ひろば事業の一
部）特別体験事業の実施

祭囃子の愛好者団体の協力で、お囃子体験を開催す
る。

継続 2回 追加
学習支援担
当

教育局 さきたま史跡の博物館 ⑤事業協力
(その他）　　　　　　　　　　教育
普及事業のサポート

・教育普及事業のサポート。役割や人員は、事業ごと
に設定する。
･主としてさきたま体験工房で活動を行う。
・ボランティア保険は県が負担。

継続

随時（主に団
体受入日、
土・日、祝日）
実施
延べ785名

広報・学習
支援担当

教育局 さきたま史跡の博物館 ⑤事業協力
（展示事業の一部）　　　　展
示解説のサポート

・展示室や古墳群の解説を補助的に実施する。主に団
体向けで行う。 継続

毎週土・日、
祝日実施
延べ158名

広報・学習
支援担当

教育局 さきたま史跡の博物館 ⑤事業協力
（公園管理の一部）
環境整備事業のサポート

・環境整備業務（除草や花木の植え替え等）のサポート
・ボランティア保険は県が負担

継続
４１回実施
延べ943名

総務・公園
管理担当

教育局 嵐山史跡の博物館 ⑤事業協力
（教育普及事業の一部）ボラ
ンティアティー・チャー

・高校生を対象とし、当館主催の小中学生対象の教育
普及事業実施の際の補助、また図書整理などの学芸
員の補助業務を行う。
・ボランティア保険は県が負担

継続

登録：27人
活動参加延
べ人数：118
人

学芸担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

教育局 嵐山史跡の博物館 ⑤事業協力
（教育普及事業の一部）サ
ポーター・クラブ

・一般（大学生以上）を対象とし、当館主催の教育普及
事業実施の際の補助、また展示室・館跡の解説、資料
整理の際の学芸員の補助業務を行う。
・ボランティア保険は県が負担

継続

登録：30人
活動参加延
べ人数：365
人

学芸担当

教育局 嵐山史跡の博物館 ⑤事業協力
（博学連携事業の一部）ちょ
こっとボランティア

・嵐山町立菅谷中学校と連携し、敷地内・建物内の清
掃作業活動などを行う。

継続 なし 学芸担当

教育局 嵐山史跡の博物館 ⑤事業協力
（教育普及事業の一部）文化
財めぐり等実施の際のサポー
トスタッフ

・埼玉城郭探訪会と連携し、歴史講座・文化財めぐりな
どを実施する際の補助業務を行う。
・ボランティア保険は埼玉城郭探訪会が負担

継続
活動参加延
べ人数：92人

学芸担当

教育局 近代美術館 ⑤事業協力 美術館サポーターの活動

美術館サポーターが来館者の鑑賞を支援するため、常
設展の作品解説を行う。資質向上のための研修会も開
催する。
・美術館サポーター３４人
・ボランティア保険は県が負担

継続
研修回数
11回

教育・広報
担当

教育局 自然の博物館 ⑤事業協力
(資料整理事業）
植物標本整理・地質（岩石プ
レパラート）標本作成

ボランティアによる資料整理事業。専門分野の資料に
ついて、高度な知識や技術により標本の同定をおこな
う。
・登録・標本作成作業等をおこなった。
・平成25年度は、植物分野4名、地質分野が8名で活動
した。

継続 135回 自然担当

教育局 自然の博物館 ⑤事業協力
(普及事業の一部）
展示解説・普及ボランティア

平成24年度に立ちあがった展示解説を担当するボラン
ティア組織。
・13名登録し、希望日に展示解説を実施した。

継続 80回 自然担当

教育局 文書館 ⑤事業協力
（文書館管理運営費の一部）
文書資料保存活動ボランティ
アの育成・活用

収蔵古文書の保存状況を点検し、軽微な損傷のあるも
のに簡単な補修を施す。ボランティア１２名が職員と共
に従事する。年間４０回の活動を予定している。なお、
ボランティア保険は県が負担。

継続 年間40回 古文書担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

教育局 加須げんきプラザ ⑤事業協力 専門サポーター
うどん・テニス・陶芸サポーター（ボランティア）による体
験活動を支援をする。（うどんサポーター30人・テニス
サポーター６人・陶芸サポーター５人）

継続 年４５回程度 事業担当

教育局 加須げんきプラザ ⑤事業協力 親子ふれあい体験
ＮＰＯ法人子育てサポーター・チャオ、ＮＰＯ法人子育て
ネット行田による交流体験活動や子育て講座を実施す
ることによって、子育てを支援する。

継続 年１回 事業担当

教育局 加須げんきプラザ ⑤事業協力 わくわく科学実験
ＴＯＳＳ中学という教育サークルの教師による科学実験
6講座を１泊2日で実施した。

新規 年１回 事業担当

教育局 生徒指導課 ⑤事業協力

（いじめ・不登校対策相談事
業の一部）
スチューデントサポーター派
遣事業

市町村立中学校の相談室等に登校する不登校傾向の
児童生徒に対応するため、大学生をボランティアとして
派遣
・中学校の相談室、教育支援センターに160名派遣予
定

継続
１５大学から３
０市町へ９６
名派遣

総務・登校
支援・心の
教育担当

教育局 生徒指導課 ⑤事業協力
（自分発見！高校生感動体験
プログラム事業の一部）
就労体験

プログラム実施校の１年生全員が５日間の就労体験を
実施
・企業、福祉施設などでの体験活動を実施

継続
事業回数年１
回

NPO等
国際ロータ
リークラブ

非行・中退
防止担当

教育局 生徒指導課 ⑤事業協力
定時制高校生自立支援プロ
グラム事業

・就労体験やボランティア活動など、自立に結びつく体
験活動を実施
・金銭基礎教育など、自立に役立つ講座等を実施（9校
11プログラム）

継続
１１回（プログ
ラム実施回数
のみ）

NPO
育て上げ
ネット

非行・中退
防止担当

教育局 生涯学習文化財課 ⑤事業協力
（埼玉県芸術文化祭開催費の
一部）芸術文化ふれあい事業
の実施

学校や公民館など身近な施設で、県内芸術文化団体
による「体験型」の公演や実技指導等を実施し、児童生
徒や地域住民と共に演じ、唄い、創るなどの交流を通
して、芸術文化活動の楽しさを実感してもらった。ふれ
あい事業バンク（指導者）に登録されている、県内芸術
文化団体の方々にボランティアとして協力いただいた。

継続
年８事業
677人参加

芸術文化推
進担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

教育局 生涯学習文化財課 ⑤事業協力
（埼玉県芸術文化祭開催費の
一部）第６４回埼玉県美術展
覧会の開催

埼玉県美術展覧会の運営について、芸術に興味のあ
る県内高校生にボランティアとして協力していただい
た。作業内容としては、搬出入時における作品の運
搬、会期中の作品の監視、観覧者に対する案内などを
行っていただいた。

継続

　4,332点出品
32,370人参加
（3,650人出品
28,720人観
覧）

芸術文化推
進担当

教育局 近代美術館 ⑤事業協力 教育・普及サポートスタッフ

教員及び学生のボランティアにより、館の教育普及事
業の支援を行う。役割はプログラムごとに設定する。
・教育普及サポートスタッフ１１4人
・ボランティア保険は県が負担

継続
研修回数
３回

教育・広報
担当

教育局 近代美術館 ⑤事業協力 彫刻ボランティア

美術館所蔵の野外彫刻のメンテナンスを協働して行う
ボランティアを育成する。
・彫刻ボランティア１６人
・ボランティア保険は県が負担

継続
活動回数
5回

常設展・収
蔵品担当

県警本部 サイバー犯罪対策課⑤事業協力
埼玉県警察ネット防犯パト
ロールボランティア

埼玉県警察ネット防犯パトロールボランティアの登録者
によるインターネット上における違法情報の発見と警察
への通報により、サイバー犯罪対策を推進する。

継続

サイバー犯
罪対策課
サイバー犯
罪対策係
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⑥ＮＰＯへの補助
  （ＮＰＯと県との共通の目的を達成するための公金配分）

部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

県民生活部 文化振興課 ⑥補助 文化芸術拠点創造事業

利用されていない歴史的建造物や工場、空き教室、空
き店舗などを地域の文化芸術拠点として改修整備する
取組や、またこうした拠点で行う観光客誘致につながる
ような魅力的な文化イベントに助成金を交付する。補助
率１／２。

新規

ハード整備事
業３件・文化
イベント事業５
件

文化振興担
当

県民生活部 文化振興課 ⑥補助

（埼玉県文化振興基金による
助成事業）
文化活動サポート団体助成事
業

ＮＰＯ法人等の民間団体が実施する文化芸術活動のう
ち、指導者の育成や民間団体相互の連携を目指した
活動など、民間団体が他の民間団体や個人に対して
支援を行う活動に対し助成を行う。補助率１／２、上限
１００万円。

継続 ３件
平成２５年
度で終了

文化振興担
当

県民生活部 男女共同参画課 ⑥補助
（ドメスティック・バイオレンス
総合対策事業費の一部）民間
団体育成事業費補助金

[内容]ＤＶ被害者支援活動を行う民間支援団体に対
し、事業費の一部を補助する。
[対象]県内でＤＶ被害者支援活動を行っている民間支
援団体
[選定方法]申請書及び添付資料による書面審査

継続 6団体に実施
ＤＶ対策担
当

県民生活部 消費生活課 ⑥補助 消費団体活動促進補助

消費者基本法や県条例に定める消費者団体の役割を
果たすため、県域消費者団体が行う活動に補助する。
（補助対象事業）①消費者大会開催事業②啓発活動
や学習活動

継続 3件
総務・企画
調整担当

県民生活部 防犯・交通安全課 ⑥補助
日本一の防犯共助県づくり推
進事業費

犯罪を起こさせにくい地域環境づくりを行う「防犯のま
ちづくり」を推進するため、市町村が行う自主防犯パト
ロ－ル活動への支援を中心とした「防犯のまちづくり」
のための事業の経費の一部を補助した。
（Ｈ２５予算額：５１，０００千円）

継続

H25年度補助
金交付実績
補助額
49,058千円
交付市町村
数
39市町(31市8
町)

防犯事業担
当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

県民生活部 共助社会づくり課

⑥補助 NPO活動促進助成事業（NPO
活動サポート事業）

［事業内容］
・ＮＰＯ活動サポート事業
助成対象団体：ＮＰＯ法人
助成対象事業：ＮＰＯの特性を生かしたアイデア・視点
で実施する事業
助成額：
（分野指定枠）　８０、１００万円（補助率４／５）
（ネーミング）６０、７０、１００万円（補助率１０／１０）

継続 １０団体
８，０３６千円

担い手支援
担当

県民生活部 共助社会づくり課 ⑥補助

NPO活動促進助成事業（みん
なでサポート事業）

助成対象事業「NPO基金団体希望寄附金」を原資とし
た事業

継続 ２２団体
７，４３３千円

担い手支援
担当

県民生活部 共助社会づくり課 ⑥補助

NPO元気なまちづくり助成事
業

［事業内容］
（財）民間都市開発推進機構からの拠出金を活用し、Ｎ
ＰＯが行うハード整備事業への助成を行う。
助成対象団体：ＮＰＯ法人
助成対象事業：
①活動拠点の整備事業
　住民交流を促進するために、県内に新たな活動拠点
を整備する事業
②地域資源の活用事業
　歴史や自然など地域の資源を再評価し、郷土の誇る
べき魅力としてまちづくりに活かす事業
助成額：①上限２００万円（補助率４／５）、②上限６００
万円（補助率４／５）

継続 １団体
１，８１９千円

担い手支援
担当

県民生活部 共助社会づくり課 ⑥補助

地域課題解決型協働事業 [事業内容]
ＮＰＯと多様な主体が協働して地域課題を解決する事
業に対して助成する。
助成対象団体：ＮＰＯ法人
助成額：上限５０万円（補助率１／２）

継続 ４団体
１，４９６千円

（３カ年）

担い手支援
担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

県民生活部 共助社会づくり課 ⑥補助

共助モデル推進事業 [事業内容]
ＮＰＯが地域のつなぎ役となり、共助の仕組みづくりに
取り組む事業に対して助成する。
助成対象団体：ＮＰＯ法人
助成対象事業：「子育て支援」「子どもの見守り」「自主
防災」など地域における共助の仕組みづくり
助成額：上限５０万円（補助率１／２）

継続 ３団体
１，３０８千円

（２カ年）

担い手支援
担当

県民生活部 共助社会づくり課 ⑥補助

共助社会づくり支援事業 [事業内容]
ＮＰＯが市町村と連携して地域課題の解決に取り組む
事業に対して助成する。
助成対象団体：ＮＰＯ法人
助成額：
・ＮＰＯ法人及び市町村が連携して実施する取組
　上限５０万円（補助率４／５）
・上記を含め、３主体以上の連携による取組
　上限１００万円（補助率４／５）

新規 ６団体
４，５００千円

担い手支援
担当

県民生活部 共助社会づくり課 ⑥補助

中核的ＮＰＯ育成事業 [事業内容]個別訪問指導
[テーマ]支援先ＮＰＯ法人の課題解決
[実施形態]中間支援ＮＰＯ法人

新規 ３団体
３，０００千円

ＮＰＯ認証・
認定担当

県民生活部 共助社会づくり課 ⑥補助

地域支え合いの仕組み推進
事業

[事業内容]
ちょっとした困りごとを抱える高齢者等を地域の元気な
高齢者等が手助けし、その謝礼を地域商品券等で受
け取る仕組みを実施するＮＰＯ法人等へ補助する。
補助額：１年目　２００万円　 ２年目　１５０万円
　　　　　 ３年目　１００万円　　補助率：10/10

継続 補助実績
２１団体

32,395千円
うちＮＰＯ法人
への補助４団
体6,395千円

共助づくり担
当

県民生活部 共助社会づくり課 ⑥補助
子育て助け合いの仕組み推
進事業
（再掲）

[事業内容]
親同士による子供の預け合いの仕組みを構築し、共助
による子育てしやすい環境の整備を図るため、その実
施に係る経費をＮＰＯ法人等に補助する。
補助額：３０万円
補助率：10/10

新規

補助実績
１０団体

2,457千円
うちＮＰＯ法人

への補助
８団体

2,013千円

補助受給
団体は、
NPO法人
新座子育
てネット
ワークから
助言を受
け、事業を
進める。

共助づくり担
当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

環境部 みどり自然課 ⑥補助
（みどりの埼玉づくり県民提案
事業の一部）
県民企画・実施事業

［補助対象］
 ＮＰＯ、ボランティア等の団体、県内企業が実施するみ
どりの保全と創出を目的とした事業
［補助額］
 上限１５０万円
 （５０万円以下10/10、５０万円超える部分1/2）
［選定方法］
 県みどりの再生県民会議の審査を経て選定。

継続 34団体
みどりの県
民運動推進
担当

環境部 みどり自然課 ⑥補助

（みどりの埼玉づくり県民提案
事業の一部）
みどりの活動きっかけ支援事
業

［補助対象］
 これからみどりの活動に取り組もうとするＮＰＯ、ボラン
ティア等の団体、県内企業が実施するみどりの保全と
創出を目的とした事業
［補助額］
 上限１０万円（10/10）
［選定方法］
 県みどりの再生県民会議の審査を経て選定。

継続 36団体
みどりの県
民運動推進
担当

環境部 みどり自然課 ⑥補助
（みどりの埼玉づくり県民提案
事業の一部）
わが街緑化支援事業

［補助対象］
 自治会・商店街などが取り組む、一定の区域内の面的
な緑化事業
［補助額］
 上限５００万円
 （３００万円以下10/10、３００万円超える部分1/2）
［選定方法］
 県みどりの再生県民会議の審査を経て選定。

継続 2団体
みどりの県
民運動推進
担当

環境部 みどり自然課 ⑥補助
（身近な緑の保全・創出事業
費の一部）
里の山守活動支援事業

ふるさと埼玉の緑を守り育てる条例による「市民管理協
定」を締結したNPO等に対して緑地保全活動に要する
経費の一部を補助する。

継続
補助団体　３
団体

緑地保全・
自然再生担
当

環境部 みどり自然課 ⑥補助

（ふるさと自然再生事業費の
一部）
くぬぎ山地区平地林保全促進
事業

くぬぎ山地区の平地林保全に取り組むボランティア団
体等に対し、保全活動に要する経費を補助する。

継続
補助団体　３
団体

緑地保全・
自然再生担
当

環境部 みどり自然課 ⑥補助
都市（まち）の生物多様性創
出事業費

希少な野生動植物の保護・育成、外来生物の駆除、身
近なみどりの保全等、都市周辺の生物多様性の保全
活動を行う団体に対し、補助金を交付する。

継続 ６件
野生生物担
当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

福祉部 福祉政策課 ⑥補助
（豊かな地域福祉づくり推進
事業費の一部）豊かな地域福
祉づくり推進事業補助金

〔補助対象事業〕活動対象を埼玉県全域とし、若しくは
波及効果が県全域に期待できる活動で、継続性、発展
性が見込まれる事業
（１）住民の支え合いによる福祉サービス提供事業
（２）地域福祉事業の担い手を養成する研修事業
（３）その他福祉的課題に取り組む事業
〔補助上限額〕１００万円（補助率２／３）
〔選定方法〕書面審査と公開プレゼンテーションによる
審査（埼玉県シラコバト長寿社会福祉基金運営部会に
よる審査）

継続
補助団体　５
団体

政策企画担
当

福祉部 社会福祉課 ⑥補助
福祉ボランティア体験学習事
業

県社会福祉協議会及び市町村社会福祉協議会が実施
する福祉ボランティア体験学習事業に対して助成す
る。 継続

3,109回
27,936人

（実施主
体）（社福）
埼玉県社
会福祉協
議会・各市
町村社会
福祉協議
会

総務・社会
福祉担当

福祉部 社会福祉課 ⑥補助
埼玉県ボランティアセンター支
援事業

県社会福祉協議会が県内ボランティア活動の促進を図
るために設置する埼玉県ボランティア・市民活動セン
ターが実施する事業に対して助成する。 継続

ボランティア
登録者数
100,279人

（実施主
体）（社福）
埼玉県社
会福祉協
議会・各市
町村社会
福祉協議
会

総務・社会
福祉担当

福祉部 高齢介護課 ⑥補助
高齢者と地域のつながり再生
事業費

ひとり暮らし高齢者等の見守り体制づくりや地域活動
の拠点整備などを進める市町村・ＮＰＯを支援すること
により、日常的な地域の支え合い活動の体制づくりの
推進を図るとともに、高齢者と地域のつながりの再生を
図る。

新規 1団体
総務・高齢
企画担当

福祉部 高齢介護課 ⑥補助
彩の国いきがい大学運営事
業

高齢者が地域で活動するための知識や技術を習得す
る機会を提供し、地域活動のリーダーとして活躍できる
人材を育成する（いきいき埼玉への補助）。

継続 １件
総務・高齢
企画担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

保健医療部 医療整備課 ⑥補助
こどもの健康、みんなで支え
愛事業

子育て関係のＮＰＯ等と連携して、「急病対応のガイド
ブック」等を用いた研修会を実施し、子どもの急病時に
役立つ知識の普及啓発を行う。

継続 年１７回
地域医療対
策担当

保健医療部 疾病対策課 ⑥補助
自殺予防に係るハイリスク者
支援団体補助事業

自殺のハイリスク者に対して献身的な事業を行ってい
る民間団体が行っている自殺対策事業についての補
助
H2５に関しては３団体（埼玉ダルク・埼玉マック・越谷カ
ウンセル）に補助

継続 -
精神保健担
当

保健医療部 疾病対策課 ⑥補助 電話相談等支援事業

民間団体が行っている電話等による相談事業につい
て、心の悩みを抱える人が相談しやすい環境を整備す
るための補助金事業
H25に関しては１団体（さいたまチャイルドライン）に対し
て補助を行った。

継続 電話22,365件
精神保健担
当

保健医療部 疾病対策課 ⑥補助
（ひきこもり対策事業の一部）
ひきこもり集いの場整備事業

ひきこもり状態にある者に安心して集える場を提供し、
社会参加と自立への足がかりとするために活動してい
る団体に対し運営費の補助を行った（7団体）。

継続
参加者4,194
人

精神保健担
当

農林部 農業ビジネス支援課⑥補助 農山村交流ビジネス支援事業

グリーン・ツーリズムに係る情報発信や人材育成等の
取組を通じ、ビジネスとして成立するグリーン・ツーリズ
ムの仕組み作りを支援する。

継続 １件 農地活用担
当

農林部 農業ビジネス支援課⑥補助
農との共生田園都市豊かなく
らし満喫事業

[補助対象]　ＮＰＯ等の民間団体が自主的に農村の資
源を維持・活用する実践的な「共助」の取組みに対し、
助成を行う。  [補助額]　１年目：８０万円、２年目３０万
円（補助率：定額）[選定方法]　審査会で選考し、補助
団体を選定。[25年度活動団体数］１年目：７、２年目７、
３年目８

継続 ２２件 農地活用担
当

農林部 森づくり課 ⑥補助

(みんなで育てる森づくり事業
の一部）
県民参加による森づくり支援
事業

森林ボランティア等の裾野を拡大し、県民参加の森づく
りを普及・発展させるため、森林ボランティアが活動で
きるフィールドの確保や整備計画の策定等に対して補
助する。

継続 ３５団体 森林活動支
援担当
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部署名 課所名  調査項目 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回
数等)

備考 担当G

農林部 森づくり課 ⑥補助

(みんなで育てる森づくり事業
の一部）
県民参加による森づくり支援
事業

「埼玉県森づくりサポートセンター」が、森林づくりに関
する活動支援、情報発信・広報活動を行うのに要する
費用を補助する。

継続 １団体 森林活動支
援担当
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⑦ＮＰＯ・ボランティアに対する支援事業

　［Ａ］活動の場・物品・機材等の提供、［Ｂ］情報提供、［Ｃ］人材育成、［Ｄ］相談、［Ｅ］税・使用料の減免、［Ｆ］その他

部署名 課所名  調査項目 区分 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回

数等)
備考 担当G

企画財政部
南部地域振興セ
ンター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

B
地域講座（南部地
域）（再掲）

認定NPO法人を目指す法人向けのパワーアップ講
座を開催し、情報交換・意見交換の場を設けた。

継続 １回
地域振興・産
業労働・県民
生活担当

企画財政部
南部地域振興セ
ンター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

B
ＮＰＯ基礎講座（他
センターと共同で
開催予定）（再掲）

前年度に設立したＮＰＯ法人を対象として、事業報
告書の作成等に関する研修会を開催するとともに、
意見交換を行った。 継続 １回

実施主体：
（財）いきい
き埼玉

地域振興・産
業労働・県民
生活担当

企画財政部
南西部地域振興
センター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

B ＮＰＯ基礎講座

管内のＮＰＯ法人などを対象に、会計や経理など、
法人運営に関するセミナーを開催する

継続 年１回
川越比企・
西部・東松
山と共催

地域振興・産
業労働・県民
生活担当

企画財政部
南西部地域振興
センター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

AB
彩の国南西部地
域ＮＰＯ連絡会の
支援（再掲）

ＮＰＯ活動の課題解決に向けた協力体制やＮＰＯ法
人間の連携促進について協議し、課題解決のため
の活動を行う。 継続

運営委員会５
回
全体会１回

地域振興・産
業労働・県民
生活担当

企画財政部
南西部地域振興
センター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

B
地域の共助社会
づくり担い手支援
事業

ＮＰＯ等の運営力・情報発信能力の向上を図るた
め、イベントなどのチラシづくりに関する講座を開催
する。 新規 年１回

地域振興・産
業労働・県民
生活担当

企画財政部
東部地域振興セ
ンター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

B ＮＰＯ基礎講座
管内法人を対象とした、事業報告書の作成等に関
する研修会の開催。利根地域振興センターと共催。

継続 １回
県民生活担
当

企画財政部
東部地域振興セ
ンター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

AB
交流サロン等の提
供

県民活動の打ち合わせ、学習等の場として、交流
サロン及び学習ルームを提供する。また、交流サロ
ンにボランティア情報コーナーを設け、チラシ等を掲
示し、情報提供を行う。

継続 １５４日
総務・防災担
当
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部署名 課所名  調査項目 区分 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回

数等)
備考 担当G

企画財政部
川越比企地域振
興センター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

BD ＮＰＯ基本講座
市民に対してＮＰＯ法人への理解を深めるととも
に、潜在的なＮＰＯ法人設立希望者の掘り起こしを
する。坂戸市、鶴ヶ島市との共催

継続 １回
県民生活担
当

企画財政部
川越比企地域振
興センター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

AB 交流サロンの提供
県民活動の打ち合わせ等の場として提供するほ
か、県政資料、パンフレット、チラシ等の掲示や情報
提供を行う。

継続 開庁日
県民生活担
当

企画財政部
川越比企地域振
興センター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

A
学習ルームの貸し
出し

平日にボランティア団体等に対して学習ルームを貸
し出す。

継続 １０９回
県民生活担
当

企画財政部
川越比企地域振
興センター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

A
川越地方庁舎会
議室の休日開放

休日にボランティア団体等に対して庁舎会議室を貸
し出す。

継続 １９回
県民生活担
当

企画財政部
川越比企地域振
興センター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

BD
ＮＰＯセミナー
（再掲）

初めて事業報告書を提出するＮＰＯ法人を対象とし
た研修会を実施し、事業報告書等の作成方法並び
に今年度のＮＰＯに関する施策及びＮＰＯ基金の概
要について説明する。

継続 １回
県民生活担
当

企画財政部
川越比企地域振
興センター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

BD
ＮＰＯ基礎講座
（再掲）

管内ＮＰＯ法人などを対象に、会計や経理など、法
人運営に関するセミナーを実施する。南西部、西
部、東松山センターと共催

継続 １回
県民生活担
当

企画財政部
川越比企地域振
興センター東松山
事務所

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

AB 交流サロンの提供
交流サロンにおいて、県政資料等を提供するほか、
団体の打合せスペースとして開放する。

継続 通年開放
県民生活担
当

企画財政部
川越比企地域振
興センター東松山
事務所

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

A
学習ルームの貸し
出し

ボランティア団体、サークル等に対して、無料で学
習ルームを貸し出しする。

継続 ６２件
県民生活担
当

企画財政部
川越比企地域振
興センター東松山
事務所

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

BCD
比企地区ＮＰＯ法
人交流会(再掲)

ＮＰＯ法人の活動のレベルアップを図るための講演
会及び情報交換会・交流会を実施した。

新規
１回実施、参加
者１８名

県民生活担
当
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部署名 課所名  調査項目 区分 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回

数等)
備考 担当G

企画財政部
川越比企地域振
興センター東松山
事務所

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

BCD
ＮＰＯ基礎講座（再
掲）

ＮＰＯ法の会計基準に沿った、会計・経理及び活動
計算書の作成に関する講座を実施した。

継続
１回実施、参加
者９０名

南西部、川
越比企、西
部と共催

県民生活担
当

企画財政部
西部地域振興セ
ンター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

CD

ＮＰＯセミナー
（事業報告書作
成）

はじめて事業報告書を提出するＮＰＯ法人を中心に
事業報告書等の作成と併せて、今年度NPO施策、
ＮＰＯ基金についての研修会を実施する。

継続
２回開催、参加
者４５人

地域振興・県
民生活担当

企画財政部
西部地域振興セ
ンター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

BD

初心者向け会計
講座（地域の共助
社会づくりの担い
手支援事業）

管内ＮＰＯ法人を対象に、複式簿記についての理解
と、日々の帳簿記入から、活動計算書・貸借対照表
の作成までを実際に手を動かして練習する講座を
開催する。

継続
１回開催、参加
者３９人

地域振興・県
民生活担当

企画財政部
西部地域振興セ
ンター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

BD
ＮＰＯ法人出張設
立等相談会

ＮＰＯ・ボランティア活動を行っている団体等を対象
に、ＮＰＯ法人の概要や設立手続きなど、設立に向
けての講座を開催する。

継続
５回開催、参加
者５２人

地域振興・県
民生活担当

企画財政部
利根地域振興セ
ンタ－

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

DF
事業報告書等の
提出に係る受領会

ＮＰＯ法人が毎年度提出する事業報告書等の受領
会を出張会場にて行った。

継続 ２回
県民生活担
当

企画財政部
利根地域振興セ
ンタ－

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

B 交流サロンの提供
行田地方庁舎の１階交流サロンにおいて、ボラン
ティア情報をはじめとする県政資料を配置し、情報
提供を行った。

継続 常時
県民生活担
当

企画財政部
北部地域振興セ
ンター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

BD
ＮＰＯ設立支援講
座

ＮＰＯ・ボランティア活動を行っている団体等を対象
に、ＮＰＯ法人の概要や設立の手続きなど、設立に
向けての講座を開催する。

継続 １回
県民生活担
当

企画財政部
北部地域振興セ
ンター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

BD
ＮＰＯ設立休日相
談会

ＮＰＯ・ボランティア活動を行っている団体等を対象
に、ＮＰＯ法人の概要や設立の手続きなど、設立に
向けての講座を開催する。熊谷市市民活動支援セ
ンターに協力。

継続 ３回
県民生活担
当
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部署名 課所名  調査項目 区分 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回

数等)
備考 担当G

企画財政部
北部地域振興セ
ンター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

CD
北部・秩父地域Ｎ
ＰＯ実務者研修会
（再掲）

管内ＮＰＯ等を対象にした研修会の開催及び意見
交換。本庄事務所、秩父地域振興センターと共催。

継続 １回
県民生活担
当

企画財政部
北部地域振興セ
ンター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

B
ＮＰＯ情報提供事
業

管内ＮＰＯ法人に対し、メール・ＦＡＸ等で支援情報
を提供する。

継続
県民生活担
当

企画財政部
北部地域振興セ
ンター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

BC
地域の共助社会
づくりの担い手支
援事業

ＮＰＯは、地域において共助社会づくりや新たな公
共サービスの担い手としての役割が期待されてい
る。ＮＰＯがそのための知識の習得や問題解決能
力の向上が図れるように、ＮＰＯを対象にしたセミ
ナー、交流会等を企画実施。

継続 １回
県民生活担
当

企画財政部
北部地域振興セ
ンター本庄事務所

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

CD
北部・秩父地域Ｎ
ＰＯ実務研修会
（再掲）

管内ＮＰＯ等を対象とした研修会の開催及び意見
交換。北部地域振興センター、秩父地域振興セン
ターと共催。

継続 １回
2月４日実
施

県民生活担
当

企画財政部
北部地域振興セ
ンター本庄事務所

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

A
学習ルームの貸し
出し

県民活動及び県民の学習の場として、学習ルーム
を平日貸し出す。

継続
１１０回
3,133人

県民生活担
当

企画財政部
北部地域振興セ
ンター本庄事務所

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

AB
交流サロンでの情
報提供

県政資料の提供や打合せスペースとして開放。ボ
ランティアやＮＰＯに関する情報コーナーでのパンフ
レット等の情報提供。

継続 随時
県民生活担
当

企画財政部
秩父地域振興セ
ンター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

CD
北部・秩父地域実
務研修会
＜再掲＞

秩父・県北地域のＮＰＯ法人に対し、実務研修会及
び意見交換会を実施 継続

１回／
１１法人・１４人
参加

北部セン
ター・本庄
事務所共催

総務・防災・
県民生活担
当

企画財政部
秩父地域振興セ
ンター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

CD
ＮＰＯセミナー
＜再掲＞

管内ＮＰＯ法人に対し研修会及び意見交換会を実
施

継続
１回／
１２法人・１４人
参加

総務・防災・
県民生活担
当
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部署名 課所名  調査項目 区分 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回

数等)
備考 担当G

企画財政部
秩父地域振興セ
ンター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

AB
交流サロンでの情
報提供

①ＮＰＯに関する情報コーナーでパンフレット等の配
布及び情報提供
②打合せスペースとしての開放

継続 通年
総務・防災・
県民生活担
当

総務部 税務課
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

E
法人県民税の減
免

収益事業を行わないＮＰＯ法人について、法人県民
税の均等割を減免する。 継続 1019法人 課税担当

県民生活部

共助社会づくり課 ⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

B・Ｃ・
Ｄ

中核的ＮＰＯ育成
事業（再掲）

[事業内容]　個別訪問指導
[テーマ]　支援先ＮＰＯ法人の課題解決
[実施形態]　中間支援ＮＰＯ法人

新規 ３団体
３，０００千円

ＮＰＯ認証・
認定担当

県民生活部 共助社会づくり課

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業 Ｂ

（ＮＰＯ活動普及・
促進事業費の一
部）ＮＰＯ情報ス
テーション運営事
業

［事業内容]
ＮＰＯ・ボランティア活動を支援する総合的な情報提
供システムの整備を進める。平成１７年度にシステ
ムの運用を開始し、順次機能の充実を図っている。

継続 通年 担い手支援
担当

県民生活部 共助社会づくり課

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業 Ｂ

（ＮＰＯ活動普及・
促進事業費の一
部）ＮＰＯ情報ス
テーション運営事
業

［事業内容]
ＮＰＯ・ボランティア活動を支援するFaceBookを立ち
上げ、NPO活動の情報やイベント情報などを掲載。

継続 通年 担い手支援
担当

県民生活部 共助社会づくり課

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業 Ｂ

（NPO情報ステー
ション運営事業の
一部）「活動レポー
ト」

［事業内容]
定期的に県内NPO法人を訪問、取材し、レポートを
発信することで、NPOの活動について、県民の理解
を促進する。

継続 通年 担い手支援
担当

県民生活部 共助社会づくり課

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

Ｂ

（NPO活動普及・
促進事業費の一
部）
NPOと企業・地域
団体との連携事業
（再掲）

［事業内容］
NPOと企業のマッチングフォーラムの開催（８月）
（一社）埼玉県経営者協会と共催）
企業とNPOの協働フォーラムの開催（１０月）
（公財）埼玉りそな産業経済進行財団と共催）

継続 ２回 担い手支援
担当

県民生活部 共助社会づくり課

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業 Ｂ

NPOと他主体との
協働促進事業

[事業内容]
SAITAMA Smile Women フェスタ　９月
彩の国ビジネスアリーナへの出展支援

継続 ２回出展 担い手支援
担当
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部署名 課所名  調査項目 区分 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回

数等)
備考 担当G

県民生活部 共助社会づくり課
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

Ｃ

地域の共助社会
づくりの担い手支
援事業

[事業内容]
　ＮＰＯは、地域において共助社会づくりや新たな公
共のサービスの担い手としてその役割が期待され
ている。
　ＮＰＯがそのための知識の習得や問題解決能力
の向上が図られるよう、各地域振興センターが支援
を行うものである。（各地域振興センター・支所に執
行委任）

継続 担い手支援
担当

県民生活部 共助社会づくり課
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

Ｆ
埼玉県NPO基金
（再掲）

［事業内容］
県内NPOの自主的・自発的社会貢献活動に対する
支援を行い、その活動を促進するとともに、NPOと
行政との協働を推進するために設置された。県の
一般財源と県民・企業からの寄附金を原資とし、そ
れを元に「埼玉県NPO活動促進助成事業」、「地域
課題解決型協働事業」、「共助モデル推進事業」
「共助社会づくり支援事業」「中核的NPO育成事業」
を実施。
また、（財）民間都市開発推進機構の拠出金を受け
入れ、「ＮＰＯ元気なまちづくり助成事業」を実施。

継続 ６助成事業 担い手支援
担当

県民生活部 共助社会づくり課

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

Ａ・Ｂ

彩の国市民活動
サポートセンター
運営事業

[事業内容]
ボランティアをはじめ、ＮＰＯなどの市民活動をサ
ポートし、地域に根ざした県民参加の社会をつくる
ため、 その拠点となる市民活動サポートセンター
を、県民活動総合センター内の２Ｆに設置する。
①機能
ａ　市民活動の場の提供（団体の事務所機能（打合
せや団体のチラシ、資料等を作成する場の提供）
ｂ　団体の交流・連携等の場の提供
ｃ　市民活動に関する情報の提供
②施設
打合せ・交流スペース、作業コーナー、会議室
③運営
県民活動総合センター指定管理者である（公財）い
きいき埼玉が運営。

継続 利用者数
16,758人

共助づくり担
当

危機管理防
災部

危機管理課
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

BC
震災対策推進費
（災害ボランティア
への情報提供）

研修会等の情報を登録ボランティアに情報提供し
た。

継続
震災予防・復
興支援担当
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部署名 課所名  調査項目 区分 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回

数等)
備考 担当G

環境部 水環境課
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

ABC
共助による川の再
生事業（の一部）

・川の国応援団に対し資機材の提供・貸出し、情報
提供を行った。
・川の国埼玉検定を実施し、上級合格者を「川の国
アドバイザー」として認定することで、指導者を育成
した。
・子どもが川で遊ぶ事業（川ガキ養成事業）を行う
団体を募り、広報や保険の加入などの支援を行っ
た。

継続

・提供・貸出し
等件数　222件
・川の国アドバ
イザー新規認
定数　9名
・川ガキ養成事
業参加者
1,694名（保護
者含む）

浄化槽・川の
国応援団担
当

環境部 資源循環推進課
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

A
循環型社会づくり
推進事業（の一
部）

・地域で清掃活動や美化活動を行う団体に対し、清
掃物品の提供を行う。

継続
総務・企画調
整担当

産業労働部
商業・サービス産
業支援課

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

BD

（映像関連産業振
興費の一部）彩の
国映像コンテンツ
産業振興ネット
ワーク運営

映像コンテンツ産業の振興を目的に、映像に関連
する団体（行政、ＮＰＯ、企業、大学など）を中心とし
た、相互に連携・協働を図る全県的なネットワークを
運営する。また、各地の上映会等の支援を行う。

継続

検討会7回開
催
H25.12～H26.2
「彩の国映画
甲子園」開催
支援

映像コンテン
ツ担当

農林部
生産振興課
（花と緑の振興セ
ンター）

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

ABC 花と緑の振興セン
ター運営費の一部

県内の都市公園等の緑化を図るため、ボランティア
研修の実施やボランティア活動の技術的支援及び
ボランティア受入機関との調整を実施する。

継続 ボランティア研修
 初級 50名× ５回
 上級 30名×50回

花き・果樹・
特産担当

農林部 森づくり課

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

C (みんなで育てる
森づくり事業の一
部）県民参加によ
る森づくり支援事
業

森林ボランティアに対する研修等を行う。 継続 １回  森林活動支
援担当

県土整備部 道路環境課
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

A
彩の国ロードサ
ポート制度

地元住民や企業、学校などの活動団体、県、市町
村、活動支援者がパートナーとなり、快適で美しい
道路環境づくりを進める。
活動団体：ボランティアで清掃や美化活動を行う
県：団体名の入った表示板の設置、ボランティア保
険への加入、清掃用具の貸与
市町村：ゴミの処理、ごみ袋の支給
支援企業：花苗等の支援

継続

認定団体の活
動に対し、随時
支援を実施
（保険加入は１
年間）

認定団体数：
６４６団体

道路環境担
当
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部署名 課所名  調査項目 区分 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回

数等)
備考 担当G

県土整備部 水辺再生課
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

A
河川愛護月間に
おける清掃・美化
活動

地域住民、市民団体と県・市町村による流域全体
の良好な河川環境の保全・再生への取り組みを積
極的に推進し、河川愛護意識を醸成する。
県の支援・・・・・・・ゴミ袋、軍手、タオルの支給、傷
害保険への加入、清掃活動の共同実施
市町村の支援・・・ゴミの受け入れ処理、清掃活動
の共同実施

継続 年1回
総務・管理担
当

県土整備部 水辺再生課
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

A
川の国応援団美
化活動団体への
支援

河川愛護団体、自治会、学校、企業などがボラン
ティアで河川の清掃活動（ゴミ拾い）を行い、県と市
町村はその活動を支援する。河川愛護意識の向上
及び河川環境の改善が図られる。
県の支援・・・・・・・ゴミ袋、軍手、タオルの支給、傷
害保険への加入
市町村の支援・・・ゴミの受け入れ処理
活動延長：４６２km

継続

登録団体の活
動に対し、随時
支援を実施
（保険加入は１
年間）
登録団体数：
３３６団体

総務・管理担
当

都市整備部 建築安全課
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

AC
応急危険度判定
体制の整備

①応急危険度判定士の技術と意識向上のため被
災状態の建築物を作成して応急危険度判定模擬訓
練を実施する。
②判定機材の備蓄確保を行う。
③応急危険度判定士養成講習を実施する。

継続

①参加者97名
②23.4万棟分
整備
③新規255名

震災対策・構
造指導担当

病院局 精神医療センター
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

A
病院ボランティア
の受入

伊奈町の美容室・理容室関係者が外出できない入
院患者に対して、月１回センター内理容室又は病棟
において散髪等を実施する。予約制。

継続 12回
総務・職員担
当

病院局
循環器・呼吸器病
センター

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

A
病院ボランティア
の受入

外来ボランティア（外来総合案内）・図書ボランティ
ア（図書の整理・入れ替え等）を受け入れた。

継続 246回
総務・職員担
当
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部署名 課所名  調査項目 区分 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回

数等)
備考 担当G

病院局 がんセンター
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

A
病院ボランティア
支援

各種ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（※）が円滑な活動を行えるよう、各種
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱへの受け入れ、活動広報、研修会、交流
会等を実施した。
①外来ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（患者及び患者家族に対する病院
内の案内等）②緩和ｹｱﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（緩和ｹｱ病棟での
お茶ｻｰﾋﾞｽや傾聴等）③音楽ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（院内ｺﾝｻｰ
ﾄ）など

継続
①月２０回ほど
②月２回
③月４回

総務・職員担
当

病院局 小児医療センター
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

A
病院ボランティア
の受入

ボランティア委員会を中心に受入れ体制を整備し、
外来ボランティアのほか、各グループが円滑な活動
を行えるよう図った。
①絵本読み聞かせ（２団体）　④絵本展示、ワーク
ショップ
②難聴ベビー外来保育 ⑤写真展示（２名）
③病棟での遊び（クラウン、アニマルなど）

一部新規

①②月１回
③月２回～年１
回
④⑤年１回

総務・職員担
当

教育局 自然の博物館
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

AC
展示解説ボラン
ティアの活動支援

常設展示室で展示解説を行うボランティアの解説手
法に関する研修を実施し、その活動を支援する。

継続 自然担当

教育局 スポーツ振興課
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

B
広域スポーツセン
ター業務

子供から高齢者まで、様々なスポーツを愛好する
人々が参加できる「総合型地域スポーツクラブ」の
設立・育成・支援等に関する知識を有した指導員を
配置することにより、クラブの発展を推進させる。 継続 通年　１名

スポーツで
埼玉を元気
に！事業の
一部として
実施

生涯スポーツ
担当

教育局 スポーツ振興課
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

F
スポーツ指導者等
派遣事業

県内の総合型地域スポーツクラブや地域スポーツ
クラブ等へ、クラブの運営や活動の内容などについ
ての指導・助言を行う専門的指導者等を派遣し、総
合型地域スポーツクラブの円滑な運営や設立・育
成を支援する。

継続
スポーツ指導
者等派遣　８件

スポーツで
埼玉を元気
に！事業の
一部として
実施

生涯スポーツ
担当
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部署名 課所名  調査項目 区分 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回

数等)
備考 担当G

教育局 久喜図書館
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

C
おはなしボランティ
ア指導者派遣

小学校等で、絵本の読み聞かせやおはなしなどの
活動を行っているボランティア団体・グループに対
し、絵本の読み聞かせとストーリーテリングのアドバ
イスを行うため、当館にボランティア登録している
「おはなしボランティア指導者」（38名登録）を派遣
し、活動を支援する。

継続
22回派遣
受講者数　350
人

子ども読書推
進担当

教育局 久喜図書館
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

C
読み聞かせボラン
ティア研修会

読み聞かせの実践経験のあるボランティアを対象
に、ステップアップが図れる研修会を年１回実施し、
活動を支援する。

継続
１回開催
受講者数　30
人

子ども読書推
進担当

教育局 久喜図書館
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

AC
ボランティア養成
手作り布絵本講座

障害のある子ども達のための布絵本製作ボラン
ティアの新規養成およびスキルアップのための手作
り布絵本講座を年２回実施し、活動を支援する。

継続
2回開催
受講者数　29
人

子ども読書推
進担当

教育局 歴史と民俗の博物館
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

AC
展示解説ボラン
ティアの活動支援

常設展示室で展示解説を行うボランティアのスキル
アップ研修等を実施し、その活動を支援する。

継続 1回 展示担当

教育局 歴史と民俗の博物館
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

AC
体験学習ボラン
ティアの活動支援

体験学習ゾーン「ゆめ・体験ひろば」で活動する体
験学習ボランティアのスキルアップ研修等を実施
し、その活動を支援する。

継続 1回
学習支援担
当

教育局 歴史と民俗の博物館
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

AE
博物館クルーの活
動支援

地域文化に根ざした活動テーマと専門的技術を保
持し、当館の事業に専門的な協力を継続的に行う
団体を「博物館クルー」として登録し、自主的活動の
支援を行う。

継続 3団体
学習支援担
当

教育局
さきたま史跡の博
物館

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

AC
体験学習ボラン
ティアの活動支援

古代体験・さきたま体験工房で活動するボランティ
アのスキルアップ研修を実施し、その活動を支援す
る。

継続 5回
広報・学習支
援担当

教育局
さきたま史跡の博
物館

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

AC
展示解説ボラン
ティアの活動支援

国宝展示室で展示解説を行うボランティアのスキル
アップ研修を実施し、その活動を支援する。

継続 4回
広報・学習支
援担当
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部署名 課所名  調査項目 区分 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回

数等)
備考 担当G

教育局
嵐山史跡の博物
館

⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

A
（教育普及活動の
一部）情報収集活
動補助

埼玉城郭探訪会に対して、会議室等の活動の場を
提供する。成果を博物館に還元していただく。

継続

城郭講座「栃
木県の中世城
館」の実施及
び資料提供：１
回

館共催 学芸担当

教育局 文書館
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

C

（文書館管理運営
費の一部）
文書資料保存活
動ボランティア技
術研修

文書資料保存活動ボランティアの活性化を図るた
め、文書館事業に参加している県民でボランティア
を希望する人に対して技術研修を行う。（年間１０
回） 継続 年間10回 古文書担当

教育局 大滝げんきプラザ
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

C
ボランティア養成
講座

本所の主催事業で必要となるスキル（救急法の講
習・キャンプファイアの進め方、屋外炊事の実践）を
習得するための事業を実施した 継続

年１回
参加人数9人

事業担当

教育局 大滝げんきプラザ
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

C
スタッフトレーニン
グ

大滝チャレンジスクールに向けて、キャンプファイア
の進め方、屋外炊事・林業体験・伝統食作りの実践
などのスタッフトレーニングを実施した 継続

年１回
参加人数25人

事業担当

教育局 長瀞げんきプラザ
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

C
長瀞サポートス
タッフセミナー

登録ボランティア並びに新規ボランティアのスキル
アップのための事業を実施した 継続

年1回
参加人数14人

社会教育担
当

教育局 小川げんきプラザ
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

C
ボランティア・キッ
クオフセミナー

野外活動のボランティア活動を行う方のスキルアッ
プのための事業を実施した 継続

年1回
参加人数12人

社会教育担
当

教育局 神川げんきプラザ
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

BC
キャンプボランティア
講習会

げんきプラザでのボランティア活動について、実技
を踏まえた野外調理実習や子どもとの活動時に有
効なレクリエーション講習を実施した 継続

年2回
参加人数述べ
47人

社会教育担
当

教育局 神川げんきプラザ
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

C
げんきプラザボラン
ティア養成セミナー

登録ボランティア並びに、６所げんきプラザ協働事
業のボランティア養成セミナー参加者を対象とした、
レクリエーション・アイスブレイクゲーム研修を実施
した

新規

年１回
参加人数20名 社会教育担

当

教育局 名栗げんきプラザ
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

C

体験活動プログラム講習
会
「げんきプラザボランティ
ア養成セミナー」

登録ボランティアおよび新規ボランティアに対し、ボ
ランティアに必要な基礎的スキルを学ぶための事
業を実施した

新規
年1回
参加人数11人

社会教育担
当
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部署名 課所名  調査項目 区分 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回

数等)
備考 担当G

教育局 名栗げんきプラザ
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

C

子ども体験リーダー養成
会「キャンプカウンセラー
研修会～基礎コース＆ス
テップアップコース～」

登録ボランティアおよび新規ボランティアに対し、ボ
ランティアに必要な基礎的スキルやステップアップ
のための技術を学ぶための事業を実施した 新規

年1回
参加人数3人 社会教育担

当

県警本部 生活安全企画課
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

A
地域安全安心ス
テーション推進事
業

地域における自主防犯活動の基盤の整備と住民等
による自主防犯活動の活性化を図ることを目的とし
て実施しているもので、既に指定している計25地区
（団体）に、パトロール用品の無償貸付などの支援
を実施した。

継続

生活安全企
画課
地域安全対
策第一係

県警本部 生活安全企画課
⑦NPO・ボラン
ティアに対する支
援事業

AB
現役世代の参加
促進を図る環境づ
くり支援事業

現役世代が自主防犯活動に参加しやすい環境づく
りを促進することにより、自主防犯活動を幅広い世
代の参加を得た活動へと発展させるとともに、活動
の一層の活性化と定着化を促進することを目的とし
て、現役世代が参加するボランティア団体として警
察庁から指定された「陣屋町内会自主防犯ボラン
ティア」にパトロール用品の無償貸与、地域安全情
報の提供、防犯講習等を実施した。

継続

生活安全企
画課
地域安全対
策第一係
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⑧活動の活性化、協働に向けた環境整備に関する事業

　　　［Ａ］県民への働きかけ（イベント・講座等の開催による普及・啓発、様々な広報媒体での活動紹介等の情報提供、相談、表彰・顕彰等）
　　　［Ｂ］行政職員への働きかけ（職員の理解促進、活動への参加奨励、ボランティア休暇等）
　　　［Ｃ］市町村がＮＰＯを活用した事業を行う場合の市町村への補助・助成又は便宜供与（ふるさと創造資金）

部署名 課所名  調査項目 区分 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回

数等)
備考 担当G

企画財政部 交通政策課

⑧活動の活性
化、協働に向け
た環境整備に関
する事業

AB
駅ホームの転落
防止対策推進事
業

声かけ・サポート啓発事業
サポートリーダー講習会　各地でサポート活動の
リーダーとなることが期待される者を対象に実施

新規
県内１０か所
（川越市、春日
部市等）

鉄道担当

企画財政部
東部地域振興セ
ンター

⑧活動の活性
化、協働に向け
た環境整備に関
する事業

A シンポジウム
管内法人を対象とした市民活動に関する講演、パ
ネルディスカッション、交流会の開催。
越谷市市民活動支援センターと共催。

新規 １回
県民生活担
当

企画財政部
川越比企地域振
興センター

⑧活動の活性
化、協働に向け
た環境整備に関
する事業

AB
地域の共助社会
づくりの担い手支
援事業（再掲）

昨年度実施した「地域ＮＰＯメンター支援事業」をよ
り発展させるため、ＮＰＯ法人向けの講座及び異業
種交流会を併せて実施する。南西部、西部、東松
山センターと共催

新規 １回
県民生活担
当

企画財政部
川越比企地域振
興センター東松山
事務所

⑧活動の活性
化、協働に向け
た環境整備に関
する事業

A
講義＆異業種交
流会（再掲）

ＮＰＯが異業種との協働を推進するため、講義及び
交流会を開催した。

継続
１回実施、参加
者６６名

南西部、川
越比企、西
部と共催

県民生活担
当

企画財政部
利根地域振興セ
ンタ－

⑧活動の活性
化、協働に向け
た環境整備に関
する事業

A
NPO法人設立基
礎講習会

NPO法人設立を検討されている方や関心のある方
等を対象とした講習会を開催した。

継続 ２回
県民生活担
当

企画財政部
北部地域振興セ
ンター

⑧活動の活性
化、協働に向け
た環境整備に関
する事業

A

大学・企業・県の
協働によるＮＰＯ
活動情報発信事
業

管内ＮＰＯ法人を大学生が取材し、情報を企業が運
営するインターネットコミュニティサイトで発信し、ま
た、北部地域振興センターが発行するＮＰＯニュー
スとして、管内公共機関、スーパー、歯科医院等に
掲出して紹介する。

継続 ６回
県民生活担
当

企画財政部
北部地域振興セ
ンター

⑧活動の活性
化、協働に向け
た環境整備に関
する事業

A
高校生による地域
支え合いレポート
事業（再掲）

管内（深谷市内）のＮＰＯ法人や地域支え合い活動
を、高校生が体験取材し、大学研究所が運営する
地域情報サイト及び企業が発行する生徒募集情報
誌に掲載して紹介する。

継続 ３回
県民生活担
当
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部署名 課所名  調査項目 区分 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回

数等)
備考 担当G

企画財政部
北部地域振興セ
ンター

⑧活動の活性
化、協働に向け
た環境整備に関
する事業

A
ＮＰＯ活動情報発
表展（再掲）

ＮＰＯ活動情報発信事業で協働している大学・企業
と取材先のＮＰＯ法人との共催により、企業設置の
コミュニティスペースを活用した各団体の展示発表
と交流会を開催。

継続 １回
県民生活担
当

企画財政部
秩父地域振興セ
ンター

⑧活動の活性
化、協働に向け
た環境整備に関
する事業

A ふるさと祭に出店 ＮＰＯの活動を県民にアピールするためイベントに
参加した団体を支援

継続
１回／５法人参
加

総務・防災・
県民生活担
当

県民生活部 共助社会づくり課

⑧活動の活性
化、協働に向け
た環境整備に関
する事業

Ａ・Ｂ

出前講座「日本一
の共助県を目指
す！地域支え合い
の仕組み」

［事業内容］
広聴広報課が設定した「県政出前講座」を通じて、
以下のテーマで出前講座を実施する。
・「共助」とは？
・県が進める「共助社会づくり」について
・一石三鳥「地域支え合いの仕組み」について

継続
16回実施
1,228人が受講

共助づくり担
当

環境部 水環境課

⑧活動の活性
化、協働に向け
た環境整備に関
する事業

A
共助による川の再
生事業（の一部）

・環境学習などに活用できるよう、検査器具を使わ
ずに人の五感を使って河川環境を評価する「五感
による河川環境指標」の子供版を作成した。
・川の国応援団の活動をホームページなどで紹介し
た。
・川の国応援団が交流を図り活動の活性化を図る
ことを目的とした交流会を開催した。

継続

・川の再生交
流会　1回（550
名参加）
・川の再生地
域交流会4回
（161名参加）

浄化槽・川の
国応援団担
当

環境部 資源循環推進課

⑧活動の活性
化、協働に向け
た環境整備に関
する事業

A
循環型社会づくり
推進事業（の一
部）

・地域清掃活動団体の活動等の情報をホームペー
ジなどで紹介する。

継続
総務・企画調
整担当

福祉部 社会福祉課

⑧活動の活性
化、協働に向け
た環境整備に関
する事業

A
福祉ボランティア
体験学習事業(再
掲)

県社会福祉協議会及び市町村社会福祉協議会が
実施する福祉ボランティア体験学習事業に対して助
成する。

継続
3,109回
27,936人

（実施主体）
（社福）埼玉
県社会福祉
協議会・各
市町村社会
福祉協議会

総務・社会福
祉担当
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部署名 課所名  調査項目 区分 事業名 事業内容 新／継
実績(件数・回

数等)
備考 担当G

福祉部 社会福祉課

⑧活動の活性
化、協働に向け
た環境整備に関
する事業

A
埼玉県ボランティ
アセンター支援事
業（再掲）

県社会福祉協議会が県内ボランティア活動の促進
を図るために設置する埼玉県ボランティア・市民活
動センターが実施する事業に対して助成する。

継続
ボランティア
登録者数
100,279人

（実施主体）
（社福）埼玉
県社会福祉
協議会・各
市町村社会
福祉協議会

総務・社会福
祉担当

県土整備部 道路環境課

⑧活動の活性
化、協働に向け
た環境整備に関
する事業

A 道路愛護の集い

道路愛護思想の普及・啓発、道路愛護活動団体の
活動意欲の高揚を図るため、道路愛護ポスターコン
クール及び道路愛護功労者表彰、道路愛護活動団
体による活動報告などを実施する。

継続
大雪のため中
止

総務・管理担
当

県土整備部 河川砂防課

⑧活動の活性
化、協働に向け
た環境整備に関
する事業

A
砂防施設の安全
点検と地域住民と
のふれあい活動

砂防施設の安全点検及びその周辺の地域住民と
のふれあい活動

継続 ３回 H25で終了
荒川上流域・
砂防担当

県土整備部
本庄県土整備事
務所

⑧活動の活性
化、協働に向け
た環境整備に関
する事業

A 川の探検隊

小山川及び元小山川の川のもつ魅力と元小山川の
水質汚濁を再認識するとともに、河川愛護と水環境
改善に対する意識の高揚を目的とした水環境イベ
ントを開催。
［参画ＮＰＯ］
ＮＰＯ法人「川・まち・人プロデューサーズ」

継続

１回開催
ボランティア２０
名参加（他１団
体含む）

河川砂防担
当
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